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Ⅰ 業務の実施状況 

１．平成 27 年度の業務の実施状況 

（１）競馬の実施等 

① 競馬の開催状況 

 ・開催回数 36 回  ・開催日数 288 日 

（内訳） 

競馬場 開催回数 開催日数 競馬場 開催回数 開催日数 

札幌競馬場 ２回 12 日 東京競馬場 ５回 46 日 

函館競馬場 ２回 12 日 中京競馬場 ４回 24 日 

福島競馬場 ３回 20 日 京都競馬場 ５回 47 日 

新潟競馬場 ３回 24 日 阪神競馬場 ５回 41 日 

中山競馬場 ５回 42 日 小倉競馬場 ２回 20 日 

 

② 発売金及び開催競馬場入場人員 

発 売 金     2 兆 5,886 億 9,186 万 2,100 円

入場人員  631 万 7,073 名

 

③ 国庫納付金 

第１国庫納付金 2,583 億 3,918 万 6,980 円

第２国庫納付金  242 億 2,843 万 1,130 円

   

④ 競馬の開催に関する主な業績項目の数値 

項    目 数   式 当該年度数値 

競馬開催計画 

達成率 

開催回数 開催実施回数／開催計画回数   100％ 

開催日数 開催実施日数／開催計画日数   100％ 

職員一人当り 

の効率 

対売上収入 売得金額／職員数   1,473,697千円 

対入場人員 入場人員数／職員数   3,603人 

対売上収益率 剰余金／売得金額 1.87％  
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（２）馬主、馬（競走馬）及び服色の登録 

        〔ＪＲＡ所属〕            〔その他〕※ⅰⅱ 

登録の種類 登録の数 取消の数 本年度末数 国際関係 地方関係 

馬主の登録 158 名 133 名 2,360 名 5(3)名 39 名 

競走馬登録  5,081 頭  5,057 頭 7,789 頭 7(7)頭 103 頭 

服色の登録 132 件 138 件 1,904 件  5(3)件  ―  

 
※ⅰ「国際関係」：国際交流競走に係わる登録の数（カッコ内は取消の数） 
 ⅱ「地方関係」：地方競馬との指定交流競走に係わる登録の数（取消の数は登録と同数） 

 

（３）調教師及び騎手の免許 

        〔ＪＲＡ所属〕※ⅰⅱ       〔その他〕※ⅲⅳⅴ 

免許の種類 免許の数 取消の数 本年度末数 短期 国際関係 地方関係 

調教師の免許 200 名  1 名 199 名 ―  7 名 87 名 

騎手の免許 130 名  2 名 128 名 14 名  9 名 91 名 

 
※ⅰ「免許の数」： 3月1日付免許者数 
 ⅱ「取消の数」： 免許期間を満了せずに年度途中で取り消した者の数 
 ⅲ「短期」   ： 臨時試験による短期騎手免許者数（延人数） 
 ⅳ「国際関係」： 国際交流競走・国際騎手招待競走に係わる免許者数（延人数） 
 ⅴ「地方関係」： 地方競馬との指定交流競走に係わる免許者数（延人数） 

 

（４）競走馬の育成 

日高育成牧場及び宮崎育成牧場において、市場購買馬（平成 26 年購買の 2 歳馬 74

頭のうち 72 頭及び平成 27 年購買の 1 歳馬 74 頭）の育成を行いました。 

   また、日高育成牧場において、ＪＲＡ生産馬（当歳馬 8 頭、1 歳馬 7 頭及び 2 歳

馬 7 頭）の育成を行いました。 

 

（５）騎手の養成・訓練 

競馬学校において騎手の養成を行い、4 名が卒業しました。平成 27 事業年度末現

在の在校者数は 18 名となっています。 

 

（６）日本中央競馬会法第 19 条第 2 項第 4 号に掲げる業務 

上記（１）～（５）の業務のほか、競馬の健全な発展を図るため必要な業務を行

いました。そのうち、特別振興資金を使用して、競馬振興事業を実施しました。 

 合計金額  4,894,213,773 円 
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（７）畜産振興事業 

特別振興資金を使用して、畜産振興事業を実施しました。 

合計金額  2,921,391,621 円 

 

（８）払戻金への上乗せ 

特別振興資金を使用して、1 号給付金及び 2 号給付金を払戻金に上乗せしました。 

1 号給付金 2,334,714,270 円 

2 号給付金 1,857,050,920 円 

合計金額 4,191,765,190 円 

 

（９）競走馬生産振興業務への交付 

地方競馬全国協会が行う「競走馬生産振興業務」に対して、特別振興資金を使用

して、交付金を交付しました。 

合計金額 1,350,000,000 円 

 

（10）認定競馬活性化計画補助業務への交付 

地方競馬全国協会が行う「認定競馬活性化計画補助業務」に対して、特別振興資金

を使用して、交付金を交付しました。 

合計金額 1,029,292,700 円 

 

（11）借入金、財政投融資資金及び国庫補助金等による資金調達の状況 

該当ありません。 
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２．前年度までにおける業務の実施状況 

（１）競馬の実施等 

① 競馬の開催状況 

事業年度 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 

 開催回数 開催日数 開催回数 開催日数 開催回数 開催日数 

札幌競馬場 ２回 14 日 ― ― ２回 14 日 

函館競馬場 ２回 12 日 ４回 24 日 ２回 12 日 

福島競馬場 ３回 22 日 ３回 22 日 ４回 24 日 

新潟競馬場 ４回 28 日 ３回 24 日 ３回 28 日 

中山競馬場 ５回 41 日 ５回 41 日 ４回 33 日 

東京競馬場 ５回 41 日 ５回 45 日 ５回 46 日 

中京競馬場 ３回 22 日 ４回 26 日 ４回 24 日 

京都競馬場 ５回 44 日 ５回 44 日 ５回 47 日 

阪神競馬場 ５回 42 日 ５回 42 日 ５回 40 日 

小倉競馬場 ２回 22 日 ２回 20 日 ２回 20 日 

合 計 36 回 288 日 36 回 288 日 36 回 288 日 

 

② 発売金及び開催競馬場入場人員 

事業年度 発 売 金 入場人員 

平成 24 年 2,400,039,939,200 円 6,190,296 名 

平成 25 年 2,411,831,610,500 円 6,092,403 名 

平成 26 年 2,499,611,579,700 円 6,142,471 名 

 

③ 国庫納付金 

事業年度 第１国庫納付金 第２国庫納付金 

平成 24 年 239,430,885,670 円 8,469,398,789 円 

平成 25 年 240,493,351,320 円 14,845,219,059 円 

平成 26 年 249,362,772,940 円 19,833,650,359 円 
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④ 競馬の開催に関する主な業績項目の数値 

項    目 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 

競馬開催計画 

達成率 

開催回数  100％  100％  100％ 

開催日数  100％  100％  100％ 

職員一人当り 
の効率 

対売上収入 1,320,634 千円 1,341,290 千円 1,406,445 千円 

対入場人員  3,414 人  3,398 人  3,464 人 

対売上収益率    0.70%  1.23%  1.59% 

 

（２）馬主、馬（競走馬）及び服色の登録 

① 馬主の登録 

          〔ＪＲＡ所属〕             〔その他〕※ⅰⅱ 

事業年度 登録の数 取消の数 当該年度末数 国際関係 地方関係 

平成 24 年 77 名 109 名 2,256 名  8(10)名 97 名 

平成 25 年 177 名 137 名 2,296 名  6(8)名 34 名 

平成 26 年 160 名 121 名 2,335 名  3(3)名 35 名 

 

② 競走馬登録 

          〔ＪＲＡ所属〕             〔その他〕※ⅰⅱ 

事業年度 登録の数 取消の数 当該年度末数 国際関係 地方関係 

平成 24 年  5,273 頭  5,281 頭 7,925 頭 10(10)頭 124 頭 

平成 25 年  5,113 頭  5,169 頭 7,869 頭 9(9)頭 65 頭 

平成 26 年  4,896 頭  5,000 頭 7,765 頭 6(6)頭 77 頭 

 

③ 服色の登録 

          〔ＪＲＡ所属〕               〔その他〕※ⅰ 

事業年度 登録の数 取消の数 当該年度末数 国際関係 

平成 24 年 96 件 117 件 1,931 件   8(10)件 

平成 25 年 114 件 135 件 1,910 件   6(8)件 

平成 26 年 117 件 117 件 1,910 件   3(3)件 

 
※ⅰ「国際関係」：国際交流競走に係わる登録の数（カッコ内は取消の数） 

  ⅱ「地方関係」：地方競馬との指定交流競走に係わる登録の数（取消の数は登録と同数） 
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（３）調教師及び騎手の免許 

① 調教師の免許 

         〔ＪＲＡ所属〕※ⅰⅱ         〔その他〕※ⅳⅴ 

事業年度 免許の数 取消の数 当該年度末数 国際関係 地方関係 

平成 24 年 213 名 3 名 210 名 10 名 110 名 

平成 25 年 212 名 3 名 209 名  8 名  58 名 

平成 26 年 203 名 1 名 202 名  6 名  69 名 

 

② 騎手の免許 

〔ＪＲＡ所属〕※ⅰⅱ      〔その他〕※ⅲⅳⅴ 

事業年度 免許の数 取消の数 当該年度末数 短期 国際関係 地方関係 

平成 24 年 139 名 16 名 123 名 17 名 14 名 105 名 

平成 25 年 126 名  2 名 124 名 20 名 14 名  49 名 

平成 26 年 130 名  3 名 127 名 25 名 13 名  68 名 

 
  ※ⅰ「免許の数」： 3月1日付免許者数 
   ⅱ「取消の数」： 免許期間を満了せずに年度途中で取り消した者の数 
   ⅲ「短期」   ： 臨時試験による短期騎手免許者数（延人数） 
   ⅳ「国際関係」： 国際交流競走・国際騎手招待競走に係わる免許者数（延人数） 
   ⅴ「地方関係」： 地方競馬との指定交流競走に係わる免許者数（延人数） 

 

（４）競走馬の育成 

事業年度 育成頭数 （内訳） 当歳馬 １歳馬 ２歳馬 

平成 24 年 175(22)頭 8(8)頭 82(8)頭 85(6)頭 

平成 25 年 171(23)頭 7(7)頭 82(8)頭 82(8)頭 

平成 26 年 169(22)頭 8(8)頭 81(7)頭 80(7)頭 

※ ( )内は育成したＪＲＡ生産馬の頭数（内数） 

 

（５）騎手の養成・訓練 

事業年度 競馬学校卒業者数 当該年度末在校者数 

平成 24 年 5 名 17 名 

平成 25 年 4 名 19 名 

平成 26 年 6 名 18 名 
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（６）日本中央競馬会法第 19 条第 2 項第 4 号に掲げる業務 

① 平成 24 年、平成 25 年及び平成 26 年の各事業年度において、上記（１）～

（５）の業務のほか、競馬の健全な発展を図るため必要な業務を実施しました。 

② 競馬振興事業 

事業年度 金 額 

平成 24 年 3,035,080,152 円  

平成 25 年 2,829,231,919 円  

平成 26 年 2,070,294,352 円  

   

（７）畜産振興事業 

事業年度 金 額 

平成 24 年 1,725,730,474 円  

平成 25 年 1,481,095,047 円  

平成 26 年 1,517,102,999 円  

 

（８）払戻金への上乗せ 

事業年度 金 額 （内訳） 1 号給付金 2 号給付金 

平成 24 年 2,875,199,950 円 1,131,065,260 円 1,744,134,690 円 

平成 25 年 4,113,049,170 円 2,240,716,360 円 1,872,332,810 円 

平成 26 年 4,373,451,550 円 2,016,348,810 円 2,357,102,740 円 

 

（９）競走馬生産振興業務への交付 

事業年度 金 額 

平成 24 年 500,000,000 円  

平成 25 年 1,250,000,000 円  

平成 26 年 1,050,000,000 円  
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（10）認定競馬活性化計画補助業務への交付 

事業年度 金 額 

平成 24 年 2,493,836,500 円  

平成 25 年 865,975,000 円  

平成 26 年 999,289,190 円  

 

（11）借入金、財政投融資資金及び国庫補助金等による資金調達の状況 

   平成 24 年、平成 25 年及び平成 26 年の各事業年度について、該当ありません。 
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Ⅱ 日本中央競馬会の概要 

１．業務の内容 

  日本中央競馬会は、競馬の健全な発展を図って馬の改良増殖その他畜産の振興に寄

与することを目的とし、その目的を達成するため次の業務を行うことが法定されていま

す。 

（１）業務内容 

① 中央競馬の実施 

② 馬主、馬（競走馬）及び服色の登録 

③ 調教師及び騎手の免許 

④ 競走馬の育成 

⑤ 騎手の養成・訓練 

⑥ 競馬法第 21 条に基づき委託を受ける競馬の実施に関する事務 

⑦ その他競馬の健全な発展を図るため必要な業務 

⑧ 畜産振興事業等について助成することを業務とする法人に対し、当該助成に必

要な資金の全部又は一部を交付する業務 

  ⑨ 競馬法附則第 5 条第 1 項第 1 号及び第 2 号に規定する当該勝馬投票の的中者に

対し、給付金を交付する業務 

  ⑩ 地方競馬全国協会が行う競走馬生産振興業務に対し、交付金を交付する業務

（平成 29 事業年度までの間） 

  ⑪ 地方競馬全国協会が行う認定競馬活性化計画補助業務に対し、交付金を交付する

業務（平成 29 事業年度までの間） 

 

（２）根拠規定 

 日本中央競馬会法（昭和 29 年 7月 1 日法律第 205 号）第 19 条 

 競馬法（昭和 24 年 6月 27 日法律第 37 号）附則第 5 条及び第 8 条 
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２．各事務所の所在地 

名  称 郵便番号 住   所 電話番号 

本       部 

馬 事 公 苑         

競 馬 学 校         

競走馬総合研究所 

日 高 育 成 牧 場         

宮 崎 育 成 牧 場         

栗東トレーニング 
・センター 

美浦トレーニング 
・センター 

札 幌 競 馬 場         

函 館 競 馬 場         

福 島 競 馬 場         

新 潟 競 馬 場         

中 山 競 馬 場         

東 京 競 馬 場         

中 京 競 馬 場         

京 都 競 馬 場         

阪 神 競 馬 場         

小 倉 競 馬 場         

106-8401 

158-8523 

270-1431 

320-0856 

057-0171 

880-0036 

520-3085 
 

300-0493 
 

060-0016 

042-8585 

960-8114 

950-3301 

273-0037 

183-0024 

470-1132 

612-8265 

665-0053 

802-0841 

 港区六本木６丁目 11 番１号 

 世田谷区上用賀２丁目１番１号 

 白井市根 835 の１番地 

 宇都宮市砥上町 321 番４号 

 北海道浦河郡浦河町字西舎 535 番地の 13 

 宮崎市花ケ島町大原 2347 番地 

 栗東市御園 1028 番地 
 

 茨城県稲敷郡美浦村大字美駒 2500 番地 
 の 2 

 札幌市中央区北 16 条西 16 丁目１番１号 

 函館市駒場町 12 番２号 

 福島市松浪町９番 23 号 

 新潟市北区笹山 3490 番地 

 船橋市古作１丁目１番１号 

 府中市日吉町１番地の１ 

 豊明市間米町敷田 1225 番地 

 京都市伏見区葭島渡場島町 32 番地 

 宝塚市駒の町１番１号 

 北九州市小倉南区北方４丁目５番１号 

03-3591-5251 

03-3429-5101 

047-491-0333 

028-647-0650 

0146-28-1211 

0985-25-3448 

077-558-0101 
 

029-885-2111 
 

011-726-0461 

0138-53-1021 

024-534-2121 

025-259-3141 

047-334-2222 

042-363-3141 

052-623-2001 

075-631-3131 

0798-51-7151 

093-962-3236 

 

３．資本金の総額及び政府の出資額並びにこれらの増減 

資本金の総額 政府の出資額 前期末比増減 

4,924,129,000 円 全額政府出資 ０  
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４．役員の定数並びに各役員の氏名、役職、任期及び経歴等 (平成 27 年度末現在) 

（１）役員の定数 

    理事長 1 人、副理事長 1 人、理事 10 人以内及び監事 3 人以内 

 

（２）各役員の氏名、役職、任期、経歴 

役 職 氏 名 任  期 経 歴 

 
理 事 長     
 
副理事長 
 
常務理事 
 
常務理事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
監  事 
 
監  事 
(非常勤) 
監  事 
(非常勤) 

 
後藤 正幸 
 
井出  道雄 
 
小林善一郎 
 
内藤 邦男 
 
横山 清弘 
 
木所 康夫 
 
井上  真 
 
福井 紳弥 
 
峯島 善弘 
 
中村 嘉宏 
 
安斉  了 
 
矢島  匡 
 
小谷実可子 

 
平成 26 年 9 月 12 日～29 年 9 月 11 日 

 

平成 26 年 3 月 1 日～29 年 2 月 28 日 

 

平成 27 年 3 月 1 日～29 年 2 月 28 日 

  

平成 27 年 3 月 1 日～29 年 2 月 28 日 

  

平成 27 年 3 月 1 日～29 年 2 月 28 日 

 

平成 27 年 3 月 1 日～29 年 2 月 28 日 

 

平成 27 年 3 月 1 日～29 年 2 月 28 日 

 

平成 27 年 3 月 1 日～29 年 2 月 28 日 

 

平成 27 年 3 月 1 日～29 年 2 月 28 日 

 

平成 27 年 3 月 1 日～29 年 2 月 28 日 

 

平成 27 年 10 月 1 日～29 年 9 月 30 日 

  

平成 26 年 9 月 16 日～28 年 9 月 15 日 

 
平成 26 年 9 月 16 日～28 年 9 月 15 日 

 

日本中央競馬会常務理事 

 

農林水産事務次官 

 

日本中央競馬会理事 

 

林野庁長官 

 

日本中央競馬会 

総合企画部長 

日本中央競馬会競走部長 

 

日本中央競馬会 

栗東トレーニング･センター場長 

日本中央競馬会 

  美浦トレーニング･センター場長 

日本中央競馬会 

ウインズ事業運営部長 

日本中央競馬会審判部長 

 

日本中央競馬会馬事部長 

 

弁護士 

 

ＮＰＯ法人 

日本ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝｽﾞ協会理事 

 

（３）役員の異動 

  ① 2 月 28 日付けで鈴木良治理事が退任し、翌 3 月 1 日付けで中村嘉宏前審判部長

が理事に任命されました。 

  ② 3 月 1 日付けで小林善一郎常務理事、内藤邦男常務理事、横山清弘理事、木所

康夫理事、井上真理事、福井紳弥理事、峯島善弘理事が再任されました。 

  ③ 9月 30 日付けで小西敏之監事が退任し、翌 10月 1 日付けで安斉了前馬事部長が

監事に任命されました。 
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５．職員の定数及びその増減（平成 27 年度末現在） 

職員の定数 前期末比増減 

１，７５３人       －２０人 

 

６．日本中央競馬会の沿革 

昭和２９年 ○ 日本中央競馬会の設立（9月 16 日） 

昭和 23 年に当時の「日本競馬会」の業務を継承したいわゆる「国

営競馬」を引き継いで、競馬法（昭和 23 年 7 月 13 日法律第 158 号）

により競馬を行う特殊法人として、日本中央競馬会法（昭和 29 年 7

月 1 日法律第 205 号）により設立 

平成３年 ○ 競馬法及び日本中央競馬会法の一部を改正する法律の施行 

① 馬主の登録制度並びに調教師及び騎手の免許制度の改善 

② 馬主登録等がより公正に行われるための審査会の設置 

③ 日本中央競馬会の剰余金を有効に活用するための特別振興資金

及び特別給付資金の新設 

④ 競馬振興事業及び畜産振興事業の新設 

⑤ 単勝式及び複勝式の勝馬投票の的中者に対し、特別給付金を交

付する特別給付業務の新設 

平成１７年 ○ 競馬法の一部を改正する法律の施行 

① 中央競馬の実施に関する事務を政令で定めるところにより都道

府県等に委託することができることを新たに規定 

② 勝馬投票券の購入等の制限の対象から成年である学生生徒が除

外 

③ 単勝式及び複勝式の払戻率を改正（特別給付業務は平成 16 年

末までの分をもって終了） 

 

○ 「行政改革の重要方針」の閣議決定（12月 24 日） 

① 現行の組織形態（特殊法人）を継続 

② 競馬の公正・中立性の確保上支障のない範囲において主務大臣

の関与・規制の緩和 

③ 競争入札への移行の促進、子会社等の統合、外部監査の導入等を

図ること 

平成１９年 ○ 競馬法及び日本中央競馬会法の一部を改正する法律の施行 

① 経営委員会の設置 

② 農林水産大臣の関与及び規制の緩和（規約についての関与の緩

和、役員の任免等に関して大臣認可を不要とすること等） 

③ 1 号給付金及び 2 号給付金を交付する業務の新設 

平成２４年 ○ 競馬法の一部を改正する法律の施行 

 払戻金の算出方法の見直し 

平成２７年 ○ 競馬法及び日本中央競馬会法の一部を改正する法律の施行 

海外競馬の競走についての勝馬投票の実施 
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７．根拠法    日本中央競馬会法 

 

８．主務大臣   農林水産大臣 

 

９．経営委員会の概要（平成 27 年度末現在） 

経営委員会は、日本中央競馬会法第 8 条の 2 の規定に基づいて設置され、農林水産

大臣が任命する委員 6 人及び理事長の 7 人により構成されています。 

 

（１）各委員の氏名、任期及び職名等 

氏  名 任  期 職  名  等 

 
青山 佳世 
 
上田 廣一 

  
小林 栄三 
(委員長代理) 
 
近藤 和行 
 
矢野 秀雄 

 
和田 紀夫 
(委員長)  

 
平成 25 年 9 月 1 日～28 年 8 月 31 日 
  
平成 25 年 9 月 1 日～28 年 8 月 31 日 
 
平成 27 年 9 月 1 日～28 年 8 月 31 日 
 
 
平成 25 年 9 月 1 日～28 年 8 月 31 日 
 
平成 25 年 9 月 1 日～28 年 8 月 31 日 
 
平成 25 年 9 月 1 日～28 年 8 月 31 日 
 

 
フリーアナウンサー 
 
弁護士 
 
伊藤忠商事（株）取締役会長 
 
 
（株）読売新聞東京本社編集委員 
 
京都大学名誉教授 
 
日本電信電話（株）特別顧問 
 

 

（２）経営委員会の開催概要 

① 第 1 回経営委員会（1月 15 日）  

・ 平成 26 年度中央競馬の実績  等 

② 第 2 回経営委員会（2月 10 日～2月 17 日） ※書面表決 

 ・ 地方競馬施設（北海道等）における中央競馬の発売に伴う場外設備の設置につ

いて（案）の議決 

③ 第 3 回経営委員会（2月 19 日）  

・ 役員の任命について（案）の同意 

・ 平成 27 年度予算実施計画（案）の議決 

・ 日本中央競馬会職員給与規程等の一部改正について（案）の議決  等 

④ 第 4 回経営委員会（3月 12 日～3月 18 日） ※書面表決 

 ・ Ｊ－ＰＬＡＣＥ滝川の廃止について（案）の議決 



- 14 - 

 ・ 佐世保場外勝馬投票券発売所に係る変更承認申請について（案）の議決 

⑤ 第 5 回経営委員会（3月 19 日） 

 ・ 平成 26 年度決算（案）の議決 

・ 平成 27 事業年度 1 号給付金の交付（追加）について（案）の議決  等 

⑥ 第 6 回経営委員会（3月 27 日～3月 29 日） ※書面表決 

 ・ Ｊ－ＰＬＡＣＥ札幌駅前の廃止について（案）の議決 

⑦ 第 7 回経営委員会（4月 17 日） 

 ・ 平成 26 年度経営目標の達成状況に係る自己評価について  等 

⑧ 第 8 回経営委員会（5月 20 日） 

 ・ 平成 26 年度経営目標の達成状況の評価 

 ・ 「職員の給与等の支給の基準」等の一部改正について（案）の議決 

 ・ 横浜場外勝馬投票券発売所Ｂ館の廃止について（案）の議決  等 

⑨ 第 9 回経営委員会（7月 10 日） 

 ・ 日本中央競馬会の主たる事務所の移転及び日本中央競馬会定款の一部変更につ

いて（案）の議決  等 

⑩ 第 10 回経営委員会（8月 17 日） 

 ・ 「払戻率弾力化」後の購買動向等に関する報告  等 

⑪ 第 11 回経営委員会（9月 9 日） 

 ・ 委員長の選任 

 ・ 委員長代理の選任  等 

⑫ 第 12 回経営委員会（10月 8 日） 

 ・  平成 28 事業年度事業計画（案）（「競馬番組の充実」のうち、「開催計画」「重

賞競走の改善」に係る部分）の議決 

 ・ 場外設備の変更申請について（大井競馬場）（案）の議決 

 ・ 平成 27 事業年度 1 号給付金の交付（追加）について（案）の議決  等 

⑬ 第 13 回経営委員会（11月 18 日） 

 ・ 日本中央競馬会法第 8 条の 3 第 2 項第 6 号に該当する経営委員会の議決事項の

決定 

 ・ 平成 28 事業年度経営目標（案）の決定 

 ・ 平成 28 事業年度事業計画（案）の議決 

 ・ 平成 28 事業年度収支予算（案）の議決 

 ・ 競走馬総合研究所の機能集約に係る組織改正について（案）の議決 
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 ・ 平成 28 事業年度 1 号給付金及び 2 号給付金の交付について（案）の議決  

等 

⑭ 第 14 回経営委員会（12月 17 日） 

 ・ 委託場外（名古屋競馬場）の設備変更について  等 

 

（３）委員の異動 

    8 月 31 日付けで奥田碩委員が退任し、翌 9 月 1 日付けで小林栄三氏が新たに委

員に任命されました。 

 

１０．運営審議会の概要（平成 27 年度末現在） 

日本中央競馬会法第 16 条の規定により、日本中央競馬会の業務の執行に関する重

要事項を調査審議するため、理事長が農林水産大臣の認可を受けて任命する者により

構成される運営審議会が設置されています。 

 

（１）各委員の氏名、任期及び職名等 

氏  名 任  期 職  名  等 

 
大橋 茂樹 

 
岡本 金彌 

 
 川﨑 麻児 

 
 木村  貢 

 
斎藤 由香 

 
高岡 和弘 

 
武   豊 

 
二ノ宮敬宇 

 
松本 好雄 

 
 森  保彦 

 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 

 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 

 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 

 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 

 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 

 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 

 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 

 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 

 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 
 
平成 27 年 9 月 16 日～29 年 9 月 15 日 
 

 
元(株)テレビ東京建物 
         代表取締役社長 
元日本中央競馬会副理事長 
 

 日本画家 
 
日高軽種馬農業協同組合 
         代表理事組合長 
エッセイスト 
 
元㈱アートよみうり代表取締役社長 
 
日本騎手クラブ会長 
 
(一社)日本調教師会会長 
 
中央競馬馬主相互会会長 

 
 日本馬主協会連合会会長 

 

（２）運営審議会の開催概要 

① 第 1 回運営審議会（3月 11 日） 

・ 平成 26 事業年度決算（案）について 
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・ 日本中央競馬会競馬施行規程の改正（案）について 

② 第 2 回運営審議会（6月 24 日） ※書面表決 

・ 日本中央競馬会定款の一部変更（案）について 

③ 第 3 回運営審議会（10月 6 日） ※書面表決 

・ 平成 28 事業年度事業計画（案）（「競馬番組の充実」に係る部分）について 

・ 競馬法及び関係法令の一部改正に伴う定款の変更及び規約等の改正（案）につ

いて 

④ 第 4 回運営審議会（11月 12 日） 

・ 平成 28 事業年度事業計画（案）について 

・ 平成 28 事業年度収支予算（案）について 

・ 日本中央競馬会競馬施行規程の一部改正（案）について 

・ 規約等の軽微変更についての取扱い（案） 

 

（３）委員の異動 

  ① 9月 15 日付けで筧正三委員が退任し、翌 9月 16 日付けで岡本金彌氏が新たに委

員に任命されました。 

  ② 9 月 16 日付けで大橋茂樹委員、川﨑麻児委員、木村貢委員、斎藤由香委員、高

岡和弘委員、武豊委員、二ノ宮敬宇委員、松本好雄委員、森保彦委員が再任されま

した。 

 

１１．公正審査会議の概要（平成 27 年度末現在） 

日本中央競馬会法第 20 条の規定に基づき、馬主の登録・抹消、調教師及び騎手の

免許・取消し、行政不服審査法による異議申立てに対する決定などについて意見を聴

くため、理事長が学識経験者から公正審査委員を任命し、委員による公正審査会議を

開催しました。 
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（１）各委員の氏名、任期及び経歴 

氏 名 任  期 職  名  等 

 
石木 俊治 
 
石原  葵 
 
頃安 健司 
 
酒井 啓子 
 
福沢 恵子 
 
福地 献一 
 
宮本 和夫 

 
平成 27 年 9 月 7 日～29 年 9 月 6 日 

 
平成 27 年 9 月 7 日～29 年 9 月 6 日 

 
平成 27 年 9 月 7 日～29 年 9 月 6 日 

 
平成 27 年 9 月 7 日～29 年 9 月 6 日 

 
平成 27 年 9 月 7 日～29 年 9 月 6 日 

 
平成 27 年 9 月 7 日～29 年 9 月 6 日 

 
平成 27 年 9 月 7 日～29 年 9 月 6 日 

 

 
帝京大学法学部教授 
 
元日本中央競馬会副理事長 
 
元大阪高等検察庁検事長 
 
千葉大学法政経学部長 
     
(公財)日本女性学習財団理事 
 
朝日新聞社執行役員 
 
元警察大学校長 

 

（２）公正審査会議の開催概要 

① 第1回公正審査会議（1月16日） 

 ・ 馬主登録審査について（個人馬主の馬主登録取消し猶予1件） 

・ 馬主登録審査について（個人馬主から法人馬主への登録変更1件） 

・ 馬主登録審査について（法人馬主から個人馬主への登録変更1件） 

② 第2回公正審査会議（2月4日） 

・ 平成27年度調教師・騎手免許について 

③ 第3回公正審査会議（3月13日） 

・ 馬主登録審査について（個人馬主の馬主登録取消し猶予1件） 

・ 馬主登録審査について（法人馬主から個人馬主への登録変更1件） 

・ 馬主登録審査基準及び同関連事項の改正について 

④ 第4回公正審査会議（4月16日） 

・ 第1回新規馬主登録に関する審査について（31件） 

・ 馬主登録審査について（法人馬主から個人馬主への登録変更2件） 

・ 馬主登録審査について（個人馬主から法人馬主への登録変更2件） 

・ 馬主登録審査について（相続馬限定2件） 

⑤ 第5回公正審査会議（5月15日） 

・ 馬主登録審査について（個人馬主から法人馬主への登録変更1件） 

⑥ 第6回公正審査会議（6月12日） 

 ・ 馬主登録審査基準の改正について 

 ・ 馬主登録審査について（相続馬限定1件） 



- 18 - 

 ・ 馬主登録審査について（個人馬主から法人馬主への登録変更1件） 

  ⑦ 第7回公正審査会議（7月9日） 

・ 第2回新規馬主登録に関する審査について（44件） 

・ 馬主登録審査について（個人馬主から法人馬主への登録変更1件） 

・ 馬主登録審査について（法人馬主の代表者変更1件） 

・ 馬主登録審査について（組合馬主の組合員変更1件） 

  ⑧ 第8回公正審査会議（9月18日） 

・ 馬主登録審査について（個人馬主から法人馬主への登録変更3件） 

・ 馬主登録審査について（組合馬主の組合員追加3件） 

  ⑨ 中山競馬場開催業務視察（9月27日） 

  ⑩ 第 9 回公正審査会議（10月 16 日） 

・ 馬主登録審査について（個人馬主から法人馬主への登録変更3件） 

・ 馬主登録取消ガイドラインの改正について 

  ⑪ 第 10 回公正審査会議（11月 13 日） 

・ 第 3 回新規馬主登録に関する審査について（55 件） 

・ 馬主登録審査について（相続馬限定 2 件） 

・ 馬主登録審査について（個人馬主から法人馬主への登録変更 2 件） 

  ⑫ 第 11 回公正審査会議（12月 9 日） 

   ・ 平成 28 年度新規調教師免許について 

・ 馬主登録審査について（相続馬限定 2 件） 

・ 馬主登録審査について（法人馬主の限定的代表者変更 1 件） 

・ 馬主登録審査について（個人馬主から法人馬主への登録変更 3 件) 

 

（３）委員の異動 

① 4月 30 日付けで林則清委員が退任されました。 

② 9月 6 日付けで岡本金彌委員、那部吉正委員が退任し、翌 9月 7 日付けで石原葵

氏、福地献一氏、宮本和夫氏が新たに委員に任命されました。 

③ 9 月 7 日付けで石木俊治委員、頃安健司委員、酒井啓子委員、福沢恵子委員が再

任されました。 
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Ⅲ 子会社等に関する事項 (平成 27 年度末現在) 

１．子会社等の状況 

日本中央競馬会法施行規則（昭和 29 年農林省令第 56 号）第 10 条第３号に定める子

会社等の状況は以下のとおりです。 

（１）子会社：ＪＲＡシステムサービス㈱、ＪＲＡファシリティーズ㈱、日本馬匹輸送自

動車㈱、㈱中央競馬ピーアール・センター、日本スターティング・システム㈱、競馬

セキュリティサービス㈱ 

（２）関連会社：なし 

（３）関連一般社団法人等：(公財)競走馬理化学研究所、(公財)中央競馬馬主社会福祉財団、

(公財)競馬保安協会、(公財)馬事文化財団、(公財)軽種馬育成調教センター、(公財)全国競

馬・畜産振興会、(公財)ジャパン・スタッドブック・インターナショナル、(一 財 )グリー

ンチャンネル、(公財)三木山人と馬とのふれあいの森協会、(一 財 )競馬共助会、(一 財 )日本

中央競馬会弘済会 

 

【日本中央競馬会と子会社等との関係を示した図】 
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【競馬会が直接出資している会社】 

○JRA システムサービス㈱ 

○JRA ファシリティーズ㈱ 

○日本馬匹輸送自動車㈱ 

○㈱中央競馬ピーアール・センター 

○日本スターティング・システム㈱ 

【子会社が出資している会社】 

○競馬セキュリティサービス㈱ 

【基本財産に対して競馬会が出捐している法人】 

○(公財)競走馬理化学研究所 ○(公財)全国競馬・畜産振興会 

○(公財)中央競馬馬主社会福祉財団 ○(公財)ジャパン・スタッドブック・インターナショナル 

○(公財)競馬保安協会 ○(一 財 )グリーンチャンネル 

○(公財)馬事文化財団 ○(公財)三木山人と馬とのふれあいの森協会 

○(公財)軽種馬育成調教センター  

【基本財産に対して競馬会の出捐がない法人】 

○( 一 財 )競馬共助会        ○(一 財 )日本中央競馬会弘済会   
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２．子会社の名称、住所、資本金、事業内容、役員数、代表者の氏名、従業員数、日本

中央競馬会の所有する議決権の議決権の総数に対する割合及び日本中央競馬会との関係 

  子会社の名称・住所 

  代表者の氏名 

  資本金 

  競馬会の議決権所有割合 

主な事業内容 

売上高 

当期純利益 

利益剰余金 

(Ｈ26決算額) 

役員数 

(うち常勤) 

従業員数 

競馬会との関係 

ア 売上高中の競馬会との取引額 

          (Ｈ26実績) 

イ 競馬会との重要な取引の概要 

ウ 競馬会役員の兼任状況 

  (百万円) (人)  

ＪＲＡシステムサービス㈱ＪＲＡシステムサービス㈱ＪＲＡシステムサービス㈱ＪＲＡシステムサービス㈱ 

【平成19年10月設立】 

東京都江東区永代1-14-5 

代表取締役社長 齊藤 茂 

５００，０００千円 

５４．５％（子会社を含めた議決

権の所有割合１００％） 

・トータリゼータシステム及び

各種情報処理システム並びに

それらのシステムに関連する

機器の運用及び保守整備 

・競馬に関する情報の提供 

・各種機器・車両及び競馬用諸

設備の売買及び賃貸借並びに

それらに付帯する物品の売買

及び賃貸借 

１８，８３７  

３９７  

６，８３６  

１３  

（１０)  

５００  

ア １４，８４６百万円 

イ ・トータリゼータシステム等の

運用保守管理業務 

  ・トータリゼータシステム等の

ソフトウェア開発業務 

  ・競馬に関する情報の提供シス

テムの運用業務 

  ・電子計算機等のリース業務 

ウ なし 

ＪＲＡファシリテＪＲＡファシリテＪＲＡファシリテＪＲＡファシリティーズ㈱ィーズ㈱ィーズ㈱ィーズ㈱    

【平成19年10月設立】 

東京都中央区八丁堀3-19-9 

代表取締役社長 田村 正明 

３００，０００千円 

９４．９％（子会社を含めた議決

権の所有割合１００％） 

・建物、馬場、造園及び各種設

備の保守管理並びに関連資材

の販売 

・施設等の清掃、環境衛生、防

疫、廃棄物の管理及び警備 

・出走馬一覧表等各種刊行物の

作製及び版下作成 

・飼糧、敷料及び添加物等の輸

入並びに販売 

・損害保険代理業及び生命保険

の募集等 

１８，０５７  

 ７２６  

８，６９７  

９  

(７)  

４１６  

ア １３，６４３百万円 

イ ・競馬場その他諸施設の清掃業

務 

  ・レーシングプログラム等印刷

業務 

  ・競馬場等の馬場等施設の保守

管理業務 

  ・競馬場等の諸施設の損害保険

代理業務 

ウ なし 

日本馬匹輸送自動車日本馬匹輸送自動車日本馬匹輸送自動車日本馬匹輸送自動車㈱㈱㈱㈱    

【昭和22年8月設立】 

東京都港区新橋6-20-11 

代表取締役社長 金田 裕之 

３６，０００千円 

１００％ 

・競走馬の輸送 

 １，８６０  

▲６５  

１，１０７  

   ４  

  (３)  

８５  

ア １，８２８百万円 

イ ・競走馬輸送業務 

ウ なし 

㈱中央競馬ピーアール・㈱中央競馬ピーアール・㈱中央競馬ピーアール・㈱中央競馬ピーアール・センターセンターセンターセンター    

【昭和53年10月設立】 

東京都港区新橋4-5-4 

代表取締役社長 星野 年彦 

２０，０００千円 

６４．３％（子会社を含めた議決

権の所有割合１００％） 

・競馬及び馬文化等に関する図

書及び印刷物の企画、編集、

制作、出版及び販売 

・競馬及び馬文化等に関する映

像業務、音声業務並びにその

機器の運用、開発、販売、賃

貸及び保守整備 

・競馬及び馬文化等に関する各

種情報の収集及び提供 

５，４６０  

１２５  

１，６４３  

   ５  

(３)  

１０２  

ア ２，６４１百万円 

イ ・映像伝送ネットワークシス 

テム運用保守管理業務 

  ・写真管理業務 

  ・競馬機関誌発行業務 

ウ なし 

日本スターティング・システム㈱日本スターティング・システム㈱日本スターティング・システム㈱日本スターティング・システム㈱    

【昭和40年9月設立】 

東京都港区西新橋1-22-10 

代表取締役社長 和田 雅雄 

１０，０００千円 

１００％ 

・発馬機及びその周辺機器等の

運用並びに保守整備 

・発馬機及びその周辺機器の賃

貸並びに販売 

・競走馬の発走に関する補助 

１，３６２  

１１９  

４０９  

  ５  

(３) 

７２  

ア １，３５４百万円 

イ ・発馬機作業及び機材輸送業務 

ウ なし 

競馬セキュリティサービス㈱競馬セキュリティサービス㈱競馬セキュリティサービス㈱競馬セキュリティサービス㈱    

【平成4年11月設立】 

東京都港区西新橋3-2-1 

代表取締役社長 山川 雅典 

１００，０００千円 

０％（子会社を含めた議決権の所

有割合１００％） 

・総合警備保障業務 

・労働者派遣業務 

 ３，０２３  

１２３  

１，９１９  

  ５  

(２)  

１０９  

ア ２，７１７百万円 

イ ・競馬場その他諸施設の常駐 

警備業務 

  ・中央競馬開催日の場内警備業

務・出走馬警備業務及び交通

警備管理業務 

  ・競馬場有料駐車場整理、競馬

場入場券等発売管理業務 

ウ なし 
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３．関連一般社団法人等の名称、住所、基本財産、事業内容、役員数、代表者の氏名、

職員数及び日本中央競馬会との関係 

関連一般社団法人等の名称・住所 

代表者の氏名 

基本財産 

主な事業内容 
年間収入 

(Ｈ26決算額) 

役員数 

(うち常勤) 

従業員数 

競馬会との関係 

ア 年間収入中の競馬会支出額 

         (Ｈ26実績) 

イ 競馬会の業務との関係及び 

競馬会との重要な取引の概要 

ウ 競馬会役員の兼任状況 

  (百万円) (人)  

((((公財公財公財公財))))競走馬理化学研究所競走馬理化学研究所競走馬理化学研究所競走馬理化学研究所    

【昭和40年8月設立】 

栃木県宇都宮市鶴田町1731-2 

理事長 益満 宏行 

１，０３０，２４３千円 

 

 

 

・競走馬に施用される薬品及

び薬剤の検査及び研究 

・騎手に施用され、又は騎手

が使用する薬品及び薬剤の

検査及び研究 

・馬の親子判定及び個体識別

に係る検査及び研究 

・農畜産物等に使用される薬

品及び薬剤等の検査及び研

究 

９１６  

   ６  

(３)  

３８  

ア ３９８百万円 

イ 「日本中央競馬会競馬の施行等

に関する規約」に定める競走馬に

係る薬物検出機関 

 ・競走馬薬物検査業務 

 ・薬物検査法の開発に関する研究

委託業務 

ウ なし 

((((公財公財公財公財))))中央競馬馬主社会福祉財団中央競馬馬主社会福祉財団中央競馬馬主社会福祉財団中央競馬馬主社会福祉財団    

【昭和44年10月設立】 

東京都港区虎ノ門4-1-21 

理事長  佐藤  浩二 

５，５０６，４４０千円 

 

・社会福祉を目的とする事業

に対する助成 

・国又は地方公共団体が後援

等を行っている公益事業に

対する助成 

・中央競馬関係者の福利厚生

の向上のための事業 

４４２  

１１  

(１)  

６  

ア なし 

イ 競馬会が馬主に交付した競馬賞

金の一部を使用してその事業を実

施 

ウ 理事（非常勤） 後藤  正幸 

 （競馬会理事長） 

  理事（非常勤） 小林善一郎 

 （競馬会常務理事） 

((((公財公財公財公財))))競馬保安協会競馬保安協会競馬保安協会競馬保安協会    

【昭和46年5月設立】 

東京都港区新橋4-5-4 

理事長  加地 隆治 

１０，０００千円 

・競馬の公正確保のために必

要な調査並びに情報及び資

料の収集 

・競馬の公正確保のために必

要な研究 

１，４６１  

５  

(５)  

１４６  

ア １，３５９百万円 

イ 競馬の公正確保上必要な調査等

を実施 

ウ なし 

((((公財公財公財公財))))馬事文化財団馬事文化財団馬事文化財団馬事文化財団    

【昭和51年4月設立】 

神奈川県横浜市中区根岸台1-3 

理事長  畑山 光伸 

１，７３３，１２１千円 

・馬に関する文献、標本、写

真、フィルム等の博物資料

（以下「馬事博物資料」）

の収集、保管及び展示 

・馬事博物資料に関する印刷

物の編集及び刊行 

・根岸競馬記念公苑の馬の博

物館その他施設の管理運営 

７０７  

７  

(３)  

２２  

ア ２７２百万円 

イ 根岸競馬記念公苑「馬の博物

館」、東京競馬場「ＪＲＡ競馬博物

館」及び「Ｇａｔｅ．Ｊ」の管理

運営等を実施 

ウ なし 

((((公財公財公財公財))))軽種馬育成調教センター軽種馬育成調教センター軽種馬育成調教センター軽種馬育成調教センター    

【平成3年3月設立】 

北海道浦河郡浦河町字西舎528 

理事長  大平  俊明 

１，０００，０００千円 

・軽種馬の競走能力の向上等

に関する調査研究 

・育成調教技術者の養成 

・共同利用に供する育成調教

施設の運営・管理 

７３７  

６  

(２)  

４２  

ア ４４８百万円 

イ 日高育成牧場の日高育成総合施

設軽種馬育成調教場の管理運営等

を実施 

ウ なし 

((((公財公財公財公財))))全国競馬・畜産振興会全国競馬・畜産振興会全国競馬・畜産振興会全国競馬・畜産振興会    

【平成3年10月設立】 

東京都港区新橋4-5-4 

会 長  小西 敏之 

１，０００，０００千円 

・競馬の健全な発展を図るた

めの事業に対する助成 

・畜産の振興に資するための

事業等に対する助成 

１６３  

７  

(２)  

９  

ア ８５百万円 

イ 競馬の健全な発展を図るための

事業並びに畜産振興事業等に対す

る助成等を実施 

ウ なし 
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関連一般社団法人等の名称・住所 

代表者の氏名 

基本財産 

主な事業内容 
年間収入 

(Ｈ26決算額) 

役員数 

(うち常勤) 

職員数 

競馬会との関係 

ア 年間収入中の競馬会支出額 

         (Ｈ26実績) 

イ 競馬会の業務との関係及び 

競馬会との重要な取引の概要 

ウ 競馬会役員の兼任状況 

  (百万円) (人)  

((((公財公財公財公財))))ジャパン・スタッドブック・ジャパン・スタッドブック・ジャパン・スタッドブック・ジャパン・スタッドブック・    

インターナショナルインターナショナルインターナショナルインターナショナル    

【平成22年12月設立】 

東京都港区新橋4-5-4 

理事長  佐藤 浩二 

１，０４０，８３０千円 

・海外における競馬に関する

情報の収集及び提供並びに

我が国の競馬に関する情報

の海外への提供 

・競馬の施行、競走馬の育成

に関する海外の競馬関係者

との技術の交流 

・軽種馬の登録及び登録証明

書の発行 

・軽種馬の登録書その他関係

図書の刊行 

８２２  

 

６  

(２)  

３３  

ア ４４５百万円 

イ 競馬会が必要とする海外にお

ける競馬に関する情報の収集・

提供及び競馬会の行う馬の登録

の基礎となる軽種馬の血統登録

等を実施 

ウ 監事（非常勤） 木所  康夫 

 （競馬会理事） 

((((一財一財一財一財))))グリーンチャンネルグリーンチャンネルグリーンチャンネルグリーンチャンネル    

【平成5年9月設立】 

東京都江東区永代1-14-5 

理事長  石井 秀司 

１，０００，０００千円 

・競馬及び農林水産業に関す

る通信衛星を利用した放送

業務 

・競馬、馬事及び畜産に関す

る番組の制作及びその支援 

３，３３５  

８  

(３)  

２３  

ア ２百万円 

イ 通信衛星を利用した中央競馬

関連の映像情報に関する番組制

作、配信等を実施 

ウ なし 

((((公財公財公財公財))))三木山人と馬とのふれあいの森三木山人と馬とのふれあいの森三木山人と馬とのふれあいの森三木山人と馬とのふれあいの森    

協会協会協会協会    

【平成6年6月設立】 

兵庫県三木市別所町高木 

三木ホースランドパーク 

理事長  増田 純一 

２００，０００千円 

 

・野外、体験活動等による交

流事業の実施 

・馬事に関する普及啓発 

・乗馬施設等馬事に関する施

設の整備及び維持管理 

４５２  

８  

(３)  

１７  

ア ３５２百万円 

イ 兵庫県三木市における乗馬施

設等馬事に関する施設の管理運

営等を実施 

ウ なし 

((((一財一財一財一財))))競馬共助会競馬共助会競馬共助会競馬共助会    

【昭和23年9月設立】 

東京都港区新橋4-5-4 

会 長  大野 良三 

１，５００，０００千円 

 

・厩舎関係者等に対する福利

厚生に関する事業 

・診療所及び厚生会館の運営 

・競馬愛好者の利便に資する

ための厚生施設の管理・運

営 

・競馬文化発展に資する事業 

３，１７０  

７  

(３)  

８５  

ア ６２６百万円 

イ 中央競馬厩舎関係者の福利厚

生団体 

ウ 理事（非常勤） 木所 康夫 

 （競馬会理事） 

((((一財一財一財一財))))日本中央競馬会弘済会日本中央競馬会弘済会日本中央競馬会弘済会日本中央競馬会弘済会    

【昭和39年12月設立】 

東京都港区六本木6-11-1 

会 長  鈴木 良治 

１，６００，０００千円 

・畜産に関する調査研究及び

資料の収集 

・職員の福利厚生に関する事

業 

１８３  

７  

(１)  

８  

ア ０．２百万円 

イ 競馬会職員の福利厚生団体 

ウ なし 
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Ⅳ 日本中央競馬会が対処すべき課題 

１．閣議決定 

（１）「特殊法人の整理合理化について」（平成 7 年 2 月 24 日閣議決定） 

地方競馬との交流競走の拡大を図るとともに、通信衛星による競馬映像情報の提供、

地方競馬場における中央競馬の勝馬投票券の発売等をすすめることにより、ファンサ

ービスの改善と地方競馬への支援に努める。また、勝馬投票券の発売・払戻の自動化

等により勝馬投票業務効率化に努める。 

 

（２）「特殊法人等整理合理化計画」（平成 13 年 12 月 19 日閣議決定） 

管理経費・競走事業費の削減など更なる事業の効率化を図る。その一環として、公

正確保と両立させつつ、一般競争入札等の範囲を大幅に拡大するとともに、関係会社

等に対する委託費等を削減する。 

 

（３）「行政改革の重要方針」（平成 17 年 12 月 24 日閣議決定） 

事 業 

【助成金交付事業】 

〇 当事業の透明性向上のためにこれまで講じている外部有識者委員会による助

成事業の選定・評価、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律の規定

の準用等に加え、助成事業の評価結果を全面的に公表する仕組みを導入する。 

〇 国の畜産関係補助金との役割分担を明確化する。 

【中央競馬関係事業】 

〇 競争性のある契約のうち競馬の公正・中立性の確保上支障のない契約につい

ては、そのすべての契約を、平成 22 年までのできる限り早い時期に競争入札

に移行させる。 

〇 子会社・関係会社の組織・事業の再編・統廃合を実施する。 

〇 入札結果・経営内容等の情報開示を一層進める。 

【その他】 

〇 外部監査を導入する。 
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組 織 

〇 組織運営について、一層の効率化を図るため、次の措置を講ずる。 

・ 競馬の公正・中立性の確保上支障のない範囲において主務大臣の関与・規

制の緩和。 

・ 内部組織として学識経験者等で構成される中立性を有する機関の設置。 

・ 当該機関による定量的な経営目標の設定及び業績評価の実施。 

・ 当該経営目標の公表及び当該業績評価の結果の公表。 

・ 経営不調時における役員解任規定導入。 

 

２．「特殊法人に関する行政評価・監視結果に基づく勧告（日本中央競馬会）」 

（平成 14 年 1 月 18 日総務大臣から農林水産大臣へ勧告） 

支出の見直しについて 

（１）経費の節減等 

ア） 施設整備の抑制 

イ） 施設利用料の適正化 

ウ） 子会社等との契約の見直し 

エ） 窓口業務の自動化に伴う要員縮減の推進 

オ） 競走事業費の支出の抑制 

（２）ウインズの新設の抑制と運営の効率化 

（３）抽せん馬制度の見直し 

   

３．「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」の施行に伴う情報公開への適

切な対応（平成 14 年 10 月 1 日法律施行） 

 

 

 

 

 

 

 

この事業報告書は、日本中央競馬会法施行規則第 8 条の 2 の規定に基づき、記載

しています。なお、日本中央競馬会の事業年度は、1月 1 日から 12月 31 日までと

なっています。 



 

 

 

 

 

    

 

ＪＲＡの事業活動についてＪＲＡの事業活動についてＪＲＡの事業活動についてＪＲＡの事業活動について    

（平成（平成（平成（平成 27272727 年）年）年）年） 

----ＪＲＡは、毎週走り続けます。ＪＲＡは、毎週走り続けます。ＪＲＡは、毎週走り続けます。ＪＲＡは、毎週走り続けます。---- 

 

    

（平成（平成（平成（平成 27272727 年度事業報告書別冊）年度事業報告書別冊）年度事業報告書別冊）年度事業報告書別冊） 
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はじめにはじめにはじめにはじめに    

ＪＲＡでは、平成２７年度についても、「お客様とともに」「夢と感動とともに」「信頼と

ともに」「社会とともに」「そして未来へ」の５項目で構成する「経営の基本方針」に沿っ

た事業活動を行ってまいりました。 

競馬の施行面では、お客様が参加しやすい開催日程の設定に取り組み、全国１０か所の

競馬場において、経営の基本目標の１つである、年間２８８日（３６開催）の競馬を着実

かつ円滑に施行することができました。 

また、競走面では、４歳以上馬で新たなスターが誕生した一年となりました。モーリス

は１月に 1,000 万円下の条件戦を勝利した後、国内ＧⅠ２勝、香港マイル優勝を含む６連

勝で年度代表馬となりました。さらに、７月に 1,000 万円下の条件戦を勝ったゴールドア

クターは４連勝で、第 60 回有馬記念を勝利しました。一方、騎手の世界でも、装いを新た

に札幌競馬場で初めて開催した「ワールドオールスタージョッキーズ」では国内外の一流

ジョッキーによる迫力あるレースが注目を集めました。また、ＪＲＡの通年免許を取得し

たミルコ・デムーロ騎手、クリストフ・ルメール騎手が共に年間 100 勝を達成し、大活躍

いたしました。このような世界レベルかつ個性溢れる競走馬や騎手による充実した競馬の

提供により、お客様に「レースの迫力」「馬の美しさ」「推理の楽しみ」が一体となった競

馬の魅力を実感していただき、「夢と感動」をお届けできたものと考えております。 

こうした中、経営の基本目標の１つである、中央競馬のお客様総数は、延べ１億６，５

８５万人余（対前年比１０１．３％）と、２年連続で前年を上回る結果となりました。ま

た、勝馬投票券の発売金も、２兆５，８８６億円余（対前年比：１０３．６％）と、４年

連続で前年実績を上回りました。 

こうした結果は、平成２７年のＪＲＡの事業活動について、事業計画の項目毎に取りま

とめた以下の報告のとおり、「身近さ」「わかりやすさ」「参加しやすさ」をコンセプトとし

た様々な施策が実を結んだものと考えておりますが、今後、人口が減少していく中、ボー

ダーレス化した顧客獲得競争の激化などが続くと考えられ、中央競馬を取り巻く環境は引

き続き予断を許さないものと考えております。 

平成２７年の事業活動の結果を的確にフィードバックし、国際的なスポーツエンターテ

インメントとしての競馬の更なる魅力向上、お客様の利便性向上、事業運営の効率化・合

理化、社会貢献活動等に役立ててまいります。 
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＜目次＞＜目次＞＜目次＞＜目次＞    

〇 平成２７年度事業計画に掲げた項目等の実施概況 

 １．競馬番組の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３ 

 ２．質の高い競走の提供・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４ 

 ３．競馬の公正確保の徹底・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ７ 

 ４．販売促進施策の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ10 

 ５．競馬への参加促進施策の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ14 

 ６．施設の改善及び整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ20 

 ７．コンピュータ・システムに関する取組み・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ21 

 ８．中央競馬事業の継続的な安定化を図るための取組み・・・・・・・・・・・Ｐ22 

 ９．事業運営に対する信頼性確保に関する取組み・・・・・・・・・・・・・・Ｐ23 

１０．競馬の国際的な発展への取組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ23 

１１．社会活動への取組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ25 
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平成平成平成平成２７２７２７２７年度事業計画に掲げた項目等の実施概況年度事業計画に掲げた項目等の実施概況年度事業計画に掲げた項目等の実施概況年度事業計画に掲げた項目等の実施概況 

１．競馬番組の充実 

項目 内訳 具体的な内容 

（１）開催計画について ○ ２８８日（３６開催）の競馬開催を全国１０か所の競

馬場において施行 

○ より多くのお客様にご参加いただくため、土・日曜日

以外の祝日における競馬開催を１月１２日（祝・月）、

９月２１日（祝・月）、１０月１２日（祝・月）、１１月

２３日（祝・月）に設定 

○ 祝日開催の配置等に伴い、また、年間を通じた東西か

らの円滑な出走に資する観点から、第３場の開催日数及

び配置を見直した 

（２）重賞競走の改善について 

 ① 古馬牝馬競走のロ

ーテーションの改善

に伴い新設する競走

について 

○ 年間を通じた古馬牝馬競走のローテーションを改善

するため、第５回中山競馬第５日に既存のオープン特別

競走（「ターコイズステークス」）を格上げして重賞競走

を新設 

○ これまで１２月に施行していた「農林水産省賞典愛知

杯（ＧⅢ）」については休止 

 ② 障害競走のローテ

ーションの改善に伴

い施行時期を変更す

る競走について 

○ 障害競走のローテーションを改善するため、「中山大

障害（Ｊ・ＧⅠ）」「東京ハイジャンプ（Ｊ・ＧⅡ）」「京

都ジャンプステークス（Ｊ・ＧⅢ）」の施行時期を変更 

 ③ 開催日割の変更に

伴い配置を変更する

競走について 

○ 北海道地区における開催日割の変更や秋季の中山競

馬の開催日割が平年に戻ることに伴い、一部重賞競走の

施行場・施行時期・施行日を変更 

 ④ 競走名を変更する

競走について 

○ 平成２７年は、日本とサウジアラビア王国の外交関係

樹立６０周年にあたることから、これを記念して、「い

ちょうステークス（新設重賞）」を「サウジアラビアロ

イヤルカップ（重賞）」に変更 

○ 上記に伴い、「サウジアラビアロイヤルカップ富士ス

テークス（ＧⅢ）」を「富士ステークス（ＧⅢ）」に変更 

（３）ワールドスーパージョッ

キーズシリーズの施行時期・

施行場の変更について 

○ ワールドスーパージョッキーズシリーズは、施行時

期・施行場を変更し、夏季の札幌競馬場においてワール

ドオールスタージョッキーズとして実施 

（４）地方競馬との交流競走 

 ① 地方競馬指定交流

競走 

○ 地方競馬において、ダート交流重賞競走として４０競

走（１１主催者）が施行され、すべての競走に延べ１８

４頭の中央競馬所属馬が出走し、３６競走で優勝 

○ 地方競馬における条件交流競走は１６３競走（１３主

催者）が施行され、延べ９０４頭の中央競馬所属馬が出

走 

○ 本賞金額の５０％（九州産馬限定競走は９０％）を上

限として交流競走協力金を交付 
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 ② 認定競走 ○ 地方競馬において、１８１競走（１１主催者）の認定

競走を施行 

○ なお、平成２７年もすべての主催者において、上位に

格付けされた競走を認定競走として施行（北海道におい

てのみ従来の新馬・未勝利クラスの認定競走も併せて施

行） 

○ 認定競走には、本賞金額の９０％を上限として認定競

走協力金を交付 

 ③ 中央競馬指定交流

競走 

○ ダート重賞１５競走を中央競馬指定交流競走として

施行し、そのうち７競走に地方競馬所属馬が延べ１０頭

出走 

○ 芝のＧⅠ競走とそのステップ競走を中央競馬指定交

流競走として施行。ステップ競走には１競走に地方競馬

所属馬が延べ１頭出走（ＧⅠ競走に出走した地方競馬所

属馬はなし） 

 ④ 中央競馬特別指定

交流競走 

○ 認定競走の優勝馬が出走できる中央競馬特別指定交

流競走には、２歳では２６競走に延べ５０頭、３歳では

２６競走に延べ３４頭の地方競馬所属馬が出走 

 

２．質の高い競走の提供 

項目 内訳 具体的な内容 

（１）競走馬の資質向上等への

取組み 

競走馬総合研究所をはじめとする関係部署においては、

平成２７年度の研究計画に沿って競走馬の保健衛生、調教

管理、生産及び育成などに関する研究を実施。また、その

成果を活用し、防疫体制の整備、事故防止及び生産育成基

盤の強化などを実施 

 ① 競走馬の資質の向

上 

 

ⅰ）競走馬の保健衛生対

策を通じた取組み 

〇 競走馬総合研究所を中心として、スポーツ科学・スポ

ーツ障害・先端獣医療・生産基盤強化・伝染病対策など

に関する研究を引き続き実施。また、その結果を普及・

指導するため、学会や講演会などで研究成果を発表 

〇 重点研究課題としては、「競走馬の合理的なトレーニ

ング方法の確立－調教量と調教パターンの解析－（平成

２５年～２７年）」をプロジェクト研究として実施 

〇 バイオテクノロジーなどの先端技術を応用した研究

としては、（独）農業・食品産業技術総合研究機構動物

衛生研究所との共同研究により、「馬感染症の新規診断

法開発のための分子生物学的基礎研究（平成２７年～２

９年）」を実施 

〇 軽種馬生産地における疾病などの諸問題を解決する

調査研究としては、「抗ミューラー管ホルモン濃度測定

による成馬の性腺異常の診断に関する研究（平成２５～

２７年）」を実施 

〇 外部研究機関への委託により、「運動刺激によるサラ
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ブレッド骨格筋における毛細血管発達の評価方法の確

立（平成２６～２８年）」や「馬インフルエンザウイル

スと特異的に結合する糖鎖材料の合成（平成２７～２９

年）」などの研究を実施 

〇 競馬サークルへの研究成果の普及及び学術交流を図

るため、１１月３０日に「第５７回競走馬に関する調査

研究発表会」を開催 

〇 生産地への研究成果の普及、生産者の研究ニーズの把

握を目的とし、７月１６日に｢第４３回生産地における

軽種馬の疾病に関するシンポジウム｣を開催 

 ⅱ）競走馬の育成を通じ

た取組み 

〇 日高育成牧場及び宮崎育成牧場において、サラブレッ

ド市場購買馬（平成２６年購買の２歳馬７４頭のうち７

２頭及び平成２７年購買の１歳馬７４頭）を用いて、育

成に関する研究を実施 

また、日高育成牧場に繋養しているサラブレッド繁殖

牝馬及びその産駒（生産馬：当歳８頭・１歳７頭・２歳

７頭）（※２歳馬７頭のうち２頭は宮崎育成牧場に繋養）

を用いて、生産・育成に関する研究を実施 

〇 育成に供した２歳馬は、４月に中山競馬場においてＪ

ＲＡブリーズアップセールを開催し、生産馬６頭を含む

６７頭を売却 

〇 実践的な技術指導、講習会、ホームページなどを通じ、

生産育成研究及び技術開発によって得られた成果の普

及・啓発を実施 

 ② 競走馬の事故防止

対策 

〇 競走馬の事故（骨折等）を防止し、充実した競馬施行

に資するため、調教施設及び馬場の保全管理を実施 

〇 競走馬の事故発生状況を随時調査・分析するととも

に、事故防止に対する意識の向上を目的として、厩舎関

係者を対象とする各種研修会を開催 

〇 事故防止に関する調査研究としては、競走馬総合研究

所を中心に「屈腱炎の治癒評価法に関する調査研究」、

「競走中・調教中に発症する重篤な疾患における薬物使

用実態および遺伝学的背景の調査研究」及び「馬場柵等

付帯施設の安全性向上に関する研究」を実施 

 ③ 防疫体制の整備 〇 「日本中央競馬会競走馬伝染病防あつ規程」に基づく

入厩検疫、定期検査及び予防接種を実施するとともに、

環境衛生対策、疫学調査、ワクチンの備蓄等の防疫措置

を実施 

〇 家畜伝染病予防法で定められた「飼養衛生管理基準

（馬）」に基づいて、本会施設内の衛生管理を実施 

〇 所轄官庁の指導に基づき、国際交流競走に参加する外

国馬及び海外遠征する日本馬の輸出入検疫に付帯する

業務を実施 

〇 馬伝染性子宮炎の国内清浄化の達成を受け、（公社）

日本軽種馬協会が実施する「馬伝染性子宮炎自衛防疫事

業」を通じ、清浄化後の疫学監視を実施 
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〇 生産育成地における疾病蔓延防止及び本会施設内へ

の疾病侵入阻止を目的とし、(公社）中央畜産会が実施

する「馬伝染性疾病防疫推進対策事業」を通じ、本会施

設への入厩前の育成馬や繁殖牝馬、乗用馬等を対象とす

る予防接種（馬インフルエンザ、日本脳炎、破傷風、馬

鼻肺炎）を推進 

○ 「生産地における軽種馬の疾病に関するシンポジウ

ム」やトレセン周辺牧場との防疫協議会を開催し、防疫

体制を強化 

○ 国内の防疫体制の強化を目的とし、競走馬総合研究所

栃木支所において、馬の病原性ウイルス・細菌に対する

各種消毒薬の不活化効果に関する調査研究、ウマコロナ

ウイルス及びロドコッカス・エクイの LAMP 法による診

断技術の開発、両トレーニング・センターの馬鼻肺炎不

活化及び生ワクチン接種馬における血清抗体保有状況

調査を実施 

○ 国内外の伝染病情報を、軽種馬防疫協議会のホームペ

ージ及び「馬飼養衛生管理特別対策事業」の講習会やパ

ンフレットを通じ関係者に広報 

○ 「馬防疫検討会本会議」を開催し、馬パラチフスの新

たな血清学的検査法について提言 

 ④ 生産育成基盤の強

化 

 

 

ⅰ）国内生産基盤の整備 ○ 生産育成技術の向上を目的として、（公社）日本軽種

馬協会が実施する軽種馬経営高度化指導研修事業に協

力 

○ 「軽種馬経営強化改善資金融通円滑化事業」の緊急対

策について、農水省、北海道、関係機関及び関係部署と

調整を図り、運営を支援 

○ 資質に優れた繁殖牝馬群の継続的な整備を目的とし

て、（公社）日本軽種馬協会が実施する優良繁殖馬導入

促進事業及び繁殖牝馬流通活性化事業に協力 

○ 諸団体が実施する国内セリ市場における流通促進及

び東南アジア諸国への内国産馬の流通促進に協力 

○ 生産者賞の審査・交付認定を実施 

○ 産地・セリ市場におけるアナボリックステロイド撲滅

に向けた周知・広報を実施。また、千葉サラブレッドセ

ールでのアナボリックステロイド検査導入を支援 

ⅱ）生産育成に関わる人

材養成 

○ 生産育成調教技術者の養成を目的として、（公財）軽

種馬育成調教センターが実施する育成調教技術者養成

事業、（公社）日本軽種馬協会が実施する軽種馬生産育

成技術者養成推進事業に助成 

○ 生産育成牧場の若手就業者不足の対応策として、（公

社）競走馬育成協会が実施する生産育成牧場への就業者

参入促進事業に協力 

（２）厩舎関係者に関わるシステム（厩舎関連システム）の改善 
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 ① 定期貸付馬房につ

いて 

○ 各調教師からの貸付馬房数の申請受付と成績査定を

行ったうえ、３月１日付で栗東トレーニング・センター

では２，０７０馬房を、美浦トレーニング・センターで

は２，０２４馬房をそれぞれ貸付け 

 ②その他 ○ 年度途中の調教師の勇退等に伴い、トレーニング・セ

ンターにおける定期貸付け及び臨時貸付けを適正に実

施 

○ 調教助手・厩務員（調教厩務員を含む）の承認に伴う、

平成２７年度末の状況 

a）調教助手 

平成26年度末 １，６８６名 

新規に承認した者 ５４名 

  （栗東１８名、美浦３６名） 

平成27年度末現在 １，６９２名 

  （栗東９５５名、美浦７３７名） 

b）厩務員 

平成26年度末 ７８３名 

新規に承認した者 １３名 

（栗東０名、美浦１３名） 

平成27年度末現在 ７４１名 

（栗東２７７名、美浦４６４名） 

○ 厩舎制度の改善に向けた（一社）日本調教師会の取組

みを支援 

 

（３）厩舎関係者の養成等について 

 ① 競馬学校騎手課程生

徒の養成 

○ 騎手課程においては、平成２４年度入学の第３１期生

４名が卒業 

【平成 27年度末現在の在校生徒状況】 

１年生 ５名（３４期生５名）（基礎課程） 

２年生 ７名（３３期生６名、３２期生１名）（９月１５日

以前は基礎課程、以降は実践課程） 

３年生 ６名（３２期生４名、３１期生２名）（実践課程） 

② 競馬学校厩務員課程

生徒の養成 

○ 厩務員課程においては、２５名が卒業 

 ③ 厩舎関係者の研修 ○ 新規調教師及び騎手に対し、当該業務に必要な知識の

習得を求めるための研修を実施 

 

３．競馬の公正確保の徹底 

項目 内訳 具体的な内容 

（１）公正な競走の安全・円滑な施行 

 ① お客様に信頼され

る競馬の提供 

 

 ⅰ）公正確保の維持 ○ 「公正確保」は、競馬に対する社会的信用を維持する

うえでの根幹となるものであることから、公正確保上対

応が必要な事案に関して調査等を実施するとともに、厩
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舎関係者に対して適宜指導を実施 

〇 平成２７年度については、騎手による交通死亡事故事

案が１件発生したため、調査のうえ裁定委員会を開催し

当該騎手に対して騎乗停止５ヶ月の処分を実施 

 ⅱ）騎手・調教師に対す

る制裁 

○ 競馬開催における騎手に対する制裁は、戒告・過怠金

が８４９件（うち地方競馬における戒告が３件）、騎乗

停止が５０件（うち地方競馬における騎乗停止が２件）。

中央競馬における騎乗停止処分の内訳は、進路の取り方

によるものが４６件（第１着から第３着までに入線した

馬にかかるものが２８件、その他が１８件） 

○ 競馬開催における調教師に対する制裁は、戒告・過怠

金が６７件（うち地方競馬における戒告が９件） 

 ⅲ）研修会等の実施 ○ 競馬の公正、安全及び円滑な施行に資するため、制裁

点数制による騎手の再教育（延べ３９名に対して実施）、

障害騎手研修、若手騎手研修を実施 

 ② 審判関係業務の充

実及び改善 

○ お客様の競走ルールの理解を醸成するため、失格・降

着の判断基準及び審議の公表に関する解説映像をリニ

ューアルし、開催日に放映。また、ホームページ・レー

シングプログラムにも競走ルール解説を掲載 

○ 国際協調に関しては、ＩＦＨＡ「競走ルール（裁決事

項）の調和に関する委員会」に出席し、諸外国の裁決担

当者と意見交換を行い、日本が検討すべき課題について

裁決担当者間で検討を実施。また、ワールドベストレー

スホースランキング会議に出席し、２０１５年度の競走

馬の世界ランキングを決定 

○ 地方競馬との協調に関しては、地方競馬全国協会と情

報連絡会議を実施し、裁決業務に関する課題について協

議・検討を実施 

 ③ 騎手ドーピングの

実施 

○ 騎手の健康保護及び競走の安全を図るため、「騎手の

薬物使用に関する検査実施要綱」に基づき、騎手に対す

るドーピング検査を実施 

○ 平成２７年度より制度の充実を図るべく従来の理化

学検査に加えアルコール呼気検査を実施 

（２）登録・免許及びその取消しの厳正な実施 

 ① 登録及び免許の実

施状況 

 

 ⅰ）馬主登録 平成 26 年度末  2,335名（うち法人 295、組合 52、本邦

外 16） 

新規登録        158 名（うち定期 124、法人 2、組合 4） 

登録抹消    133名（うち法人 12、組合 1） 

平成 27年度末現在 

2,360名（うち法人 302、組合 55、本邦

外 17） 

 ⅱ）競走馬登録 

 

平成 26 年度末    7,765 頭 

新規登録     5,081頭（うち再登録 295 頭） 

登録抹消        5,057頭 
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平成 27年度末現在   7,789頭 

 ⅲ）服色登録 平成 26 年度末    1,910 件 

新規登録        132件 

登録抹消        138件 

平成 27年度末現在  1,904件 

 ⅳ）調教師免許 平成 26 年度末     202名 

免許不更新の者        8 名 

平成 27年度免許者   200名 

〔３月１日付 更新 194名、新規 6名〕 

          ※その後、取消者 1名 

平成 27年度末現在    199 名 

 ⅴ）騎手免許 平成 26 年度末     127 名 

免許不更新の者      3名 

平成 27年度免許者  130名 

〔３月１日付 更新 124名、新規 6名〕 

         ※その後、取消者 2名 

平成 27年度末現在   128 名 

  ※ ⅰ）～ⅴ）について、いずれも国際交流競走、国際騎

手招待競走及び地方競馬との指定交流競走は除く数 

 ② 短期免許の交付 ○ 外国人騎手の短期免許について、平成２７年度は１１

名（延べ１４名）に臨時試験による短期免許を交付 

 ③ クラブ法人への対

応 

○ クラブ法人関連については、金融商品取引法関連法令

に基づく登録業者の指導を監督官庁との連携のもと実

施 

（３）不正事案の未然防止及び

自主警備体制の整備 

○ 競馬の公正な施行を確保するため、厩舎地区などの業

務エリアにおける警備を万全な体制で実施 

○ お客様の安全確保及び場内外の秩序維持のため、自主

警備を万全な体制で実施するとともに、関係機関と連携

し、競馬の公正を阻害するおそれのある者の発見と排除

を徹底 

○ 警備体制の策定にあたっては、「警備体制に関するガ

イドライン」に基づき、来場者の安全確保を前提とした

うえで、効率的な配置を実施 

（４）禁止薬物に対する取組み ○ 公正な競馬の施行に資するため、引き続き禁止薬物の

取締りに関する指導・啓発を実施 

○ 日本中央競馬会の競馬の施行等に関する規約第５８

条に規定される理化学検査を適正に実施し、また、当該

検査機関である（公財）競走馬理化学研究所が実施する

競馬の公正確保に関連する事業に協力 

○ 出走馬に禁止薬物が使用されることのないよう、厩舎

関係者及び飼料納入業者に対する指導・啓発等の活動を

実施 

○ 平成２６年１２月に発生した禁止薬物陽性事案につ

いて、再発防止に努めるとともに、今後同種事案が発生

した際により的確かつ迅速に対処できるように対応マ

ニュアルを改定 
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○ 禁止薬物陽性事案が発生した際に迅速な対応をとる

ためには捜査機関との密接な協力関係が必要となるこ

とから、警察関係者に対して禁止薬物に関する説明会を

実施 

○ アナボリックステロイド（ＡＳ）の取締りを強化する

べく、競技外検査の対象をトレセン新入厩馬に加え、入

厩検疫を実施する競馬場の入厩馬に拡大。また、平成２

７年３月からＡＳ陽性馬に対する出走制限を２ヶ月か

ら６ヶ月へ延長 

○ 馬の福祉及び安全な競馬施行する上で規制すべき薬

物（規制薬物）について、関係部署と調整を図り、処分

等の基準を整備し、また、厩舎関係者、開業獣医師、報

道関係者等に対して説明会を実施したうえで、平成２７

年４月より罰則制度を導入し、取締りを強化 

（５）勝馬投票に関わる違法行為等の防止対策 

 ① 未成年者の勝馬投

票券購入防止対策 

○ 未成年者の勝馬投票券購入防止対策として、職員等に

よる指導注意活動を実施するとともに、レーシングプロ

グラム等を活用した広報・告知活動を実施 

 ② ノミ行為、違法イン

ターネット賭事等の

防止対策 

○ ノミ行為・違法インターネット賭事等の防止対策とし

て、これらの勝馬投票類似行為が違法であることについ

て、レーシングプログラムやＪＲＡホームページ等を活

用した啓発活動を実施 

 ③ 悪質な競馬情報提

供会社による被害防

止対策 

○ 競馬予想に関する悪質な情報を提供する会社による

被害を防止するため、情報収集を継続的に実施し、ＪＲ

Ａホームページ内に具体的な手口・内容を記載するとと

もに、レーシングプログラム等各種媒体にお客様向けの

注意喚起文を掲載 

○ 競馬場・ウインズにおいて放映する注意喚起ビデオ映

像を新たに製作するなど、お客様に対する広報・告知活

動を強化 

 

４．販売促進施策の推進 

項目 内訳 具体的な内容 

（１）販売ネットワークの拡充策の実施 

 ① 販売ネットワーク拡

充への取組み 

〇 小規模発売施設の実験店舗として平成２６年３月に

オープンしたライトウインズ阿見については、発売金

（約２２億円）や利用者数（約２０万人）から、お客

様に受け入れられたと判断。実験期間終了後である平

成２８年４月以降の営業継続及び平成２９年夏頃を目

標とした建替えによる施設の拡充を決定 

○ 次のステップとして集客施設や駅ナカへの店舗設置

へ向けて関係企業と意見交換等を実施 

 ② 地方競馬施設を活用

した委託発売の実施 

〇 平成２６年までに発売を開始した４１施設（ウイン

ズ３か所、Ｊ－ＰＬＡＣＥ３８か所）のうち、北海道

管轄の札幌駅前場外が廃止となったが、荒尾場外での
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発売をＢＡＯＯを運営する（株）日本レーシングサー

ビスへの委託発売に切り替え、新たに帯広市（名寄・

ふかがわ）、千葉県競馬組合（木更津）及び愛知県競馬

組合（弥富）の各管轄施設での発売を実現し、地方競

馬施設を活用した委託場外を４５施設まで拡大 

（発売金 Ｗ川崎     18,862,256,200 円 

     Ｗ浦和     10,037,526,500 円 

     Ｗ三本木       544,897,900 円 

     Ｊ－ＰＬＡＣＥ 47,205,985,200 円 

     合計      76,650,665,800 円） 

（２）払戻金への上乗せ施策の

実施 

〇 払戻金を通じたお客様への直接的な還元、中央競馬

への参加促進と満足度の向上を図るため、特別振興資

金を活用した「払戻金への上乗せ施策」を実施 

 ① １号給付金（ＪＲＡ

プレミアム） 

○ ＪＲＡプレミアムについては、馬連を対象とした「金

杯馬連」「春の最終馬連（2/28～4/5）」「ダービーウ

ィーク馬連」「秋の最終馬連（9/12～10/18）」「有馬

記念ウィーク馬連」、単勝を対象とした「夏の２歳単

勝」、単勝及び馬連を対象とした「２歳ＧⅠ単勝＆馬

連」として、それぞれ対象投票法の売上の５％相当額

の上乗せを計３４５競走で実施 

（上乗せ総額 2,334,714,270 円） 

 ② ２号給付金（ＪＲＡ

プラス１０） 

○ 平成２７年度も、通常の払戻金が１００円元返しと

なる場合に原則１０円を上乗せして１１０円で払い戻

す「ＪＲＡプラス１０」を、引き続き「全ての競走の

全ての投票法」を対象として実施 

（５０６件 上乗せ総額 1,857,050,920 円） 

（３）電話・インターネット投

票会員の加入促進及び利便性

の向上 

○ 最高払戻限度額が６億円となった「ＷＩＮ５」や「地

方競馬ＩＰＡＴ発売」といったインターネット投票の

利便性を積極的にＰＲすること等により、電話・イン

ターネット投票会員への加入を促進 

ⅰ）Ａ－ＰＡＴの新規会員募集を年間６回実施（２か

月ごとに手続き書類、利用開始案内を発送、新規登

録会員数１１，０５３名） 

ⅱ）即ＰＡＴ会員及びＪＲＡダイレクト会員の新規登

録を随時実施（即ＰＡＴ新規登録会員数２９１，２

３９名／ＪＲＡダイレクト新規登録会員数１９，６

０１名） 

 ① サポート体制の充

実 

○ 電話・インターネット投票に関する様々な問合せに

的確にお答えするため、電話やＪＲＡホームページを

用いたご案内を継続的に実施 

○ 平成２６年に引き続きウインズ後楽園及びウインズ

梅田において通年で、また、阪神競馬場においては自

場開催限定で、対面式の「電話・インターネット投票

サポートデスク」を設置し、既存会員のサポートのみ

ならず、即ＰＡＴ会員を中心とした新規会員登録受付

も併せて実施 
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○ インターネット投票に関する問い合わせが増えてい

ることから、問合せ対応に必要な情報を開催毎に事業

所へ提供し、また一部の競馬場で職員向けに講習を実

施するなどして、インターネット投票の問合せに対す

る受付体制を強化 

○ インターネット投票環境の確認を通年で行い、新し

いＯＳやブラウザのヴァージョンアップに対応するな

ど、会員の利便性を向上 

 ② 電話・インターネッ

ト投票会員向けサー

ビスの実施 

【ＪＲＡダイレクト】 

○ 広告出稿等により認知度の向上を図るとともに利用

を促進（発売金 44.7億円 対前年比 105.7％） 

 

【各種キャンペーン】 

○ 発売金及び参加率向上策として、電話・インターネ

ット投票会員向けキャンペーンを以下のとおり実施 

・ 春の最終馬連キャンペーン（２～３月） 

・ ＰＬＡＹ ＢＡＣＫ Ｄｅｒｂｙキャンペーン（４

～６月） 

・ 春のクラシックレースチャレンジ（５～６月） 

・ オッズ・マスターズ・グランプリ２０１５ ～宇宙

を駆ける願い～（６～７月） 

・ 秋の最終馬連キャンペーン（９～１０月） 

・ オッズ・マスターズ・グランプリ２０１５ – Ｒｏ

ａｄ ｔｏ Ｌｅｇｅｎｄ-（１０～１２月） 

・ 週刊Ｇａｌｌｏｐ＆週刊競馬ブックプレゼントキャ

ンペーン（１０～１１月） 

・ ＣＬＩＭＡＸ ＩＮＶＩＴＡＴＩＯＮ（１１～１２

月） 

・ 年末ＧⅠ完全走破キャンペーン（１２月） 

・ Ｃｌｕｂ Ａ－ＰＡＴキャンペーン（通年） 

○ オッズ･マスターズ･グランプリを除く全てのキャン

ペーンをＣｌｕｂ Ａ－ＰＡＴからのエントリーとし

て、Ｃｌｕｂ Ａ－ＰＡＴ会員数の増加を促進 

 

【会員向けの情報発信】 

○ 年間を通してＣｌｕｂ Ａ－ＰＡＴ会員向けのメー

ル（Ｃｌｕｂ Ａ－ＰＡＴメール）を送信し、各種情

報を提供（平成２７年度末Ｃｌｕｂ Ａ－ＰＡＴ会員

数約１５１万名、年間送信回数３０２回） 

○ １２月に電話・インターネット投票会員（約１２７

万名）に対し、「ＪＲＡからのお知らせ」「レーシング

スケジュール」他を送付し、電話・インターネット投

票及びＪＲＡにおける各種サービス等についての案内

を実施 

○ ７月のＰＡＴ方式サービス終了に伴い、平成２５

年・２６年に引き続き、既存会員へダイレクトメール
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を郵送し、サービス終了告知と継続利用に向けた他方

式への移行のご案内を実施 

 ③ インターネット投

票における地方競馬

の受託発売の実施 

○ Ａ－ＰＡＴ会員及び即ＰＡＴ会員向けに、インター

ネット投票による地方競馬の受託発売を実施 

（発売日数２２６日、発売金約４１５億円） 

（４）各種販売促進施策の展開 【クイックピック投票・ブース販売の実施】 

○ コンピュータが馬番号・組番号を選択する「クイッ

クピック投票」を全国の競馬場・ウインズにて、全開

催日に実施。また、「クイックピック投票」を活用し、

おみくじ感覚でお客様に馬券を購入していただく「ブ

ース販売」を計３１の事業所で延べ４１１開催日実施

し、新規・ライトファン層を多く含む延べ４０万名を

超えるお客様に販売 

 

【ＪＲＡパーティーキャンペーンの実施】 

○ 結婚式や２次会向けに馬券をお届けする「ＪＲＡウ

エディング」を春季と秋季に実施 

（実施件数７４件、参加人数延べ７，２０８名） 

○ 結婚相談業者等と連携したお届けについては、東京

競馬場来賓室を会場とした婚活パーティーを６回実施

したほか、業者が街中で主催するパーティー会場にも

合計２４回（延べ３１２名）に亘り馬券お届けを実施 

（５）ホスピタリティの高い接

客への取組み 

○ 競馬場・ウインズに来場されるお客様に、良質でき

め細かいサービスが提供できるよう、職員に対する各

種研修の実施、従事員へのマナーアップキャンペーン

等の実施により、案内・接客体制の向上を推進 

○ 案内体制及びお客様対応の実態に関する調査結果に

基づき、業者委託する案内業務の整備を推進し、ダー

ビー、有馬記念その他特定ＧⅠの施行日においては、

繁忙対策での増員配置のほかに、新たに競馬参加され

たお客様の案内サポートを担う「ビギナーズサポー

ト・デスク」の要員を追加して実効性を確保 

○ 分煙化については、競馬場・ウインズに来場される

お客様の健康及び安全確保の観点から、さらに推進。

具体的には、東京競馬場においてスタンド内のレスト

ランを禁煙としたほか、各競馬場において屋外禁煙エ

リアの拡大を行うことにより分煙化を拡大。また、分

煙化の拡大に伴い、お客様向けの分煙告知ビデオをタ

ーフビジョン・ＩＴＶにて放映する等、広報・告知活

動を実施 

○ 快適な観戦環境の整備に向けて、施設内の環境美化

を推進するため、全競馬場においては、クリーンキャ

ンペーンを実施。また、ウインズにおいては、それぞ

れの実情に応じて、開催日清掃の範囲外のお客様エリ

アにおいて特別清掃を実施 

○ お客様への訴求度の向上を図るため、「開催お知ら
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せ」、「レース紹介」、「出馬表」、「競走成績」等のポス

ターの掲出について「掲出物に関するガイドライン」

に基づき、表現や規格を統一 

○ 「有料席等利用料規則」に基づき、特定ＧⅠ当日の

エクセルシート利用料を弾力的に設定。また、記念行

事やお客様イベントにおいてはエクセルシートを利用

してお客様サービスの向上と安定的なエクセルシート

の運営を実現 

〇 競馬場・ウインズ等に来場するお客様の購買動向等

を調査するとともに、お客様のニーズを把握するため、

「顧客満足度調査」を実施し、各種施策に反映 

 

５．競馬への参加促進施策の推進 

項目 内訳 具体的な内容 

（１）広報活動の展開 

 ① 競馬中継の安定的

な提供 

〇 テレビ（地上波・ＢＳデジタル）・ラジオによる競馬中

継は、お客様にレース映像・情報を提供する重要な役割

を果たしていることから、競馬中継を安定的に提供する

ことや番組内容の改善について、各局との協議・連携を

継続的に実施 

 ② 中央競馬のイメー

ジ向上と競馬への参

加促進（広告プロモ

ーション） 

○ より効果的な年間プロモーションを行うため、幅広い

層それぞれのお客様向けに、レースの迫力や競馬の楽し

み方といった競馬の魅力を中心に据えた広告展開を実施 

○ 日本ダービー及び有馬記念の盛り上げを図るため、

様々なメディアを駆使して集中的な広告展開を実施。具

体的には、バラエティ番組や情報番組内でのインフォマ

ーシャル・競馬に関する特別番組放映といったテレビパ

ブリシティ、集中的に露出したテレビＣＭ、京王新宿駅

ジャック広告やＪＲ山手線でのラッピング列車の運行な

どの交通広告、渋谷駅周辺や梅田駅を中心とした大阪地

区での大々的な屋外広告、メガ新聞・全面広告・夕刊広

告ジャックといった一般紙新聞広告などを実施 

○ 競馬に対するより一層の興味喚起や理解醸成を図るた

め、歴史や伝統を持つ国際的なスポーツエンターテイン

メントとしての競馬の側面を海外の美しい映像とともに

紹介するミニ番組、推理の楽しみ・ドラマ性といった競

馬の魅力をコメディタッチに描いた連続ドラマ、競走馬

とそれに関わる人々とのエピソードをドキュメンタリー

形式で紹介するミニ番組、日本各地の馬と祭りの繋がり

や日本古来の馬である在来馬の歴史と現在をシリーズで

紹介する番組などのテレビ番組を放送 

○ 競馬のブランドイメージ向上のため、いきものがかり

の楽曲「マイステージ」をＢＧＭに、競馬場や季節ごと

の競馬の楽しみ方をタレントの瑛太さん・有村架純さ

ん・笑福亭鶴瓶さんを通じて描いたブランドＣＭ「あな
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たの競馬が走り出す。」を春編・夏編・秋編の３編を制作・

放映。また、過去の名馬が一堂に会した架空のレース映

像とともに競馬と人生の関わりを描いたブランドＣＭ

「夢の第１１レース」を制作・放映 

○ ＧⅠレースを告知するため、ブランドＣＭと同じタレ

ントや楽曲を起用し、過去のＧⅠレース映像とともに競

馬のドラマやロマンをアピールしたＣＭ「あなたの競馬

が走り出す。」を１３レースにおいて制作・放映 

 ③ パブリシティ活動

の充実 

○ 競馬に関する話題性を喚起するとともに、競馬に関連

した紙面の充実を図るため、マスメディアへのきめ細か

なパブリシティ活動を実施したことで、一般紙において

も「ＪＲＡ騎手となった外国人ジョッキーの活躍」、「香

港国際競走における日本馬の勝利」、「菊花賞、有馬記念

における北島三郎さんの“まつり”熱唱」など、中央競

馬関連記事が多く掲載され、広く世の中一般に対して、

「競馬」並びに「中央競馬」をアピール 

○ 「優駿」など各種出版物により、的確かつ時宜を得た

内容の情報提供をマスコミ及び一般向けに実施 

○ ＪＲＡ賞授賞式などの開催を通じて、競馬への理解促

進やイメージアップを図ったほか、女性誌とタイアップ

した競馬観戦会等を実施し、中央競馬のイメージアップ

とパブリシティ効果の拡大に貢献 

（２）日本ダービー（東京優駿）・第６０回有馬記念におけるキャンペーンの実施とそれら

を頂点としたＧⅠシリーズにわたるプロモーションの強化 

 ① 日本ダービー・有

馬記念におけるプロ

モーション 

○ 競馬に馴染みのない方々にも知名度の高い「ダービー」

「有馬記念」をフックとした「キッカケ」を作り、「競馬

場への来場」「競馬への参加」「レースの視聴」を促進す

るため、大規模な街頭プロモーションを実施。具体的に

は、日本ダービーでは「新宿駅周辺エリア」等で、有馬

記念では「秋葉原周辺」等でそれぞれの競走を幅広く告

知・アピールするイベントを展開 

○ 日本ダービー・有馬記念時の開催競馬場においてテレ

ビＣＭと連動した過去の優勝馬や関係者を紹介するパネ

ルやレース映像の展示、テレビＣＭ収録ＤＶＤプレゼン

ト抽選会等を実施 

○ 日本ダービーにおいて、全国の競馬場・ウインズで統

一の装飾を実施 

○ 有馬記念では馬番号決定の抽選会の模様をテレビで公

開するとともに、６０回を記念し、過去の全優勝馬を紹

介するなど内容を充実させた特別版レーシングプログラ

ムを作成 

 ② ＧⅠプロモーショ

ンによるファンの参

加促進 

○ 日本ダービー・有馬記念以外の各ＧⅠ競走のプロモー

ションを関東地区（汐留等）や関西地区（梅田等）等に

おいて実施。幅広く告知・アピールし、競馬場やパーク

ウインズへ誘引 

（３）多様なお客様層に応じたアプローチによる現金発売施設の活性化 
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 ① 多様なお客様層に

応じたアプローチ 

○ 既存のお客様により競馬をお楽しみいただくととも

に、競馬に馴染みのない方々にもご参加いただけるよう、

多彩なお客様サービスイベントなど、お客様のニーズを

踏まえた以下の各種施策を実施 

 

◇ ＧⅠシーズンやローカル期間に、競馬キャスターやタ

レント等を起用し、競馬場及びウインズにおいて各種ト

ークショーイベントやファミリー向けキャラクターショ

ーを実施。また、お客様への感謝の意を表するため、「お

年賀タオル」（１月４日、２１万枚）、「２０１６ＪＲＡオ

リジナルカレンダー」（１２月１３日、４１万部）を配布 

◇ 夏季競馬における参加促進 

全国の競馬場・ウインズにおいて「ＪＲＡサマーシリ

ーズキャンペーン」として、「シリーズ優勝騎手予想」と

「サマー２０００」「サマースプリント」「サマーマイ

ル」の優勝馬予想も実施（応募総数 約５２，０００名）。

また、新たに札幌競馬場で開催された「ワールドオール

スタージョッキーズ」をＷキャンペーンとして実施（応

募総数 約２２，０００名） 

◇ 中山・東京・京都・阪神・中京の５競馬場の来場促進

策として、複数場でポイントを加算できる競馬場来場ポ

イントキャンペーンを実施 

◇ 東京競馬場・中山競馬場において、ファン化を目的と

した体系的な講義内容の「実践型競馬教室（ＲＥＸＳ）」

を展開し、競馬未経験のお客様へ積極的に競馬の魅力を

訴求（実施回数１９０回、参加人員延べ１５，５５２名） 

◇ 全国の競馬場及び一部ウインズにおいて競馬初心者を

対象とした「ビギナーズセミナー」を実施（実施日数延

べ２７０日、参加人員延べ２６，２２３名） 

◇ 女性のお客様の取り込み・定着化策として、女性専用

エリア（ＵＭＡＪＯスポット）を札幌競馬場、東京競馬

場、京都競馬場に通年（競馬開催日）で設置。 

（札幌競馬場 １２日間 女性利用者数 ６，８４８名、

東京競馬場 ４６日間 女性利用者数１７，３７２名、

京都競馬場 ４７日間 女性利用者数１６，３０２名） 

また、福島競馬場、阪神競馬場、小倉競馬場に期間限

定で設置 

（福島競馬場 １４日間 女性利用者数 ４，０３０名、

阪神競馬場 ３１日間 女性利用者数１２，８０１名、

小倉競馬場 １２日間 女性利用者数 ３，３２８名） 

◇ ＪＲＡの公式プログラムとして、「レーシングプログ

ラム」を年間通じて安定的に発行し、お客様へ有益と思

われる各種情報を提供。特に注目度の高いレースである

日本ダービーや有馬記念では発売制限のないすべての事

業所で特別カラー版を配布。また、効率化の観点から引

き続き、一部の事業所において「開催場別出馬表」を作
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成 

◇ 宝塚記念及び有馬記念において「ファン投票」を実施。

有効投票件数はそれぞれ９４，６３３件（前年比１０６．

１％）、１７７，６４２件（１２３．５％） 

◇ 全国の競馬場において、競走名にちなんだ各地域の物

産展や競馬場所在地域の名産品店の出店や、食堂・売店

利用促進クーポンの配布など様々な「食のイベント」を

開催。また、札幌・函館・福島・新潟・中京・小倉の各

競馬場において、食堂・売店を利用されるお客様へのサ

ービス改善を目的としたアンケート調査を実施 

◇ 東京都市圏、大阪都市圏におけるメール配信による来

場促進策『メールｄｅダービー』と、街頭での抽選券配

布『ウインズｄｅダービー』を併せて実施したところ、

リピート率が非常に高かったことから、ジャパンカップ

及び有馬記念時には、街頭配布による『ウインズｄｅジ

ャパンカップ』、『ウインズｄｅ有馬記念』を実施 

◇ 中国四国地方（広島・高松・米子・小郡）における新

規ファン獲得のため、有馬記念時に『メールｄｅ有馬記

念』を実施 

◇ 全ウインズ共通の「ＧⅠ前週告知ポスター（解説付き）」

の作成・掲示等を通じ、当該ＧⅠ競走に対する期待感を

醸成するとともに、参加・購買意欲を刺激 

 ② 周辺観光地等との

連携など付加価値の

提供による来場きっ

かけ作り 

○ 「さっぽろ雪まつり」、「さっぽろ大通ビアガーデン」

等の観光イベントにおいて広報・プロモーション活動を

行い、地元住民及び北海道旅行客への効果的なＰＲ・露

出を展開 

○ ウインズ近隣地域のお祭り等（博多どんたく、さぬき

高松まつり、新橋こいち祭り他）本会施設外での各種イ

ベントに積極的に出展し、中央競馬の認知度を向上 

○ 観光客の取込策として、ホテルでの指定席事前発売を

実施して札幌競馬場への来場を誘導した他、ホテルや旅

館へのポスターの掲出やチラシ設置、観光雑誌への広告

掲載等を実施 

○ 競馬場周辺の飲食店に開催告知ポスターや告知ツール

等を設置して競馬をＰＲ 

○ 福島市旅館ホテル協同組合や各温泉組合に働き掛け、

土湯温泉観光協会のパンフレットや飯坂温泉オフィシャ

ルサイト等への競馬に関する情報の掲載を実現 

○ 新潟市北区との連携により、観光イベント「キテ・ミ

テ・キタク」を新潟競馬場で実施 

○ 特別競走名にちなんだ自治体等に働きかけ、特産品の

物産展、ゆるキャラ等による観光・産業紹介を実施。ま

た、こうした活動を自治体の観光ブログ等で紹介しても

らうとともに、競馬開催の告知ポスターやパンフレット

の設置について各自治体と協力 

○ 富裕層、女性を始めとする新規のお客様を対象とした
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競馬講座を銀行、カード会社、ホテルを運営する民間企

業等の主催により実施（競馬教室・観戦会実施回数１５

０回 《うち企業主催１０７回》参加人数約 ４，００

０名） 

○ 企業とタイアップした各種イベントを、開催競馬場や

一部ウインズにおいて実施 

○ 競馬場入場料を無料とする「フリーパスの日」を１０

競馬場で計１１日間設定（うち、１日は京都競馬場にお

けるエリザベス女王杯当日（１１月１５日）の女性を対

象としたフリーパスの日）（入場人員は前年あるいは前

回の同内容開催日比較で１０９．９％） 

（４）払戻率の設定 ○ 現行の払戻率（単勝 80％、複勝 80％、枠連 77.5％、

馬連 77.5％、ワイド 77.5％、馬単 75％、３連複 75％、

３連単 72.5％、ＷＩＮ５ 70％）設定後、１年を経過し

たことから、お客様の購買動向等を分析し、現在の率の

継続を決定 

○ 引き続き、分析・検証を行い、必要に応じて払戻率を

見直すことを確認 

（５）京都競馬場開設９０周

年・新潟競馬場開設５０周

年事業 

○ 京都競馬場では開催日イベントの充実、９０周年を記

念した特別グッズの作成とお客様への配付のほか、記念

事業として京都競馬場内において木下サーカスや京阪文

化フォーラムを開催 

○ 新潟競馬場では開催日イベントの充実、５０周年を記

念した特別グッズの作成とお客様への配付、また「秋の

感謝祭」（１０月３１日、１１月１日）としてキャラクタ

ーショーや馬事イベントを実施 

（６）レース映像及びホームページ等のサービスの充実 

 ① レース映像の充実 ○ よりわかりやすく迫力ある映像を提供することによ

り、お客様サービスを維持向上するため、ＧＩ競走当日

を中心とした特定の日において、スーパースローカメラ、

ヴァーチャルカメラ、車載カメラ等の特殊カメラを増設 

○ お客様に対し、より鮮明で迫力あるレース映像提供の

維持向上を図るため、ターフビジョンの制御機器を更新

（東京競馬場、京都競馬場、小倉競馬場）するとともに、

映像ディスプレイ装置の制御機器を更新（京都競馬場、

小倉競馬場、ウインズ津軽、ウインズ新白河） 

 ② ホームページ等の

サービスの充実 

○ ＪＲＡホームページには、１年間で約６５．３億ペー

ジビュー（延べアクセス数。以下「ＰＶ」）と過去最高の

アクセス（対前年比 113.0％）。その内訳はパソコン版が

約４１．２億ＰＶ(同 110.1％)、携帯版が約７．５億Ｐ

Ｖ（同 82.0％）、スマートフォン版（以下「スマホ版」）

が約１６．７億ＰＶ（同 147.6％）。１日あたりの平均ア

クセス数は１，７８９万ＰＶであり、１日あたりの最大

アクセス数は有馬記念当日の約６，２２４万ＰＶ（パソ

コン版：４，２２４万ＰＶ、携帯版：５４７万ＰＶ、ス

マホ版：１，４５３万ＰＶ） 
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 ⅰ）ＪＲＡホームペー

ジのコンテンツの充

実 

○ ３月２８日からパソコン版及びスマホ版のレース結果

ページにおいて、全レースの映像提供を開始（従来は新

馬、特別及び最終競走のみ） 

○ パソコン版において、前年のトップページリニューア

ルに続き、１２月に２階層目以降のページのリニューア

ルを実施（各メニューのトップ、競馬場ページ及びレー

シングカレンダーのデザイン変更等）。また、ＧⅠレース

出走馬決定順及び金曜日以降の馬場の作業情報を新たに

掲載。さらに、騎手データページに海外渡航騎手情報の

項目を追加 

○ ５月に日本相撲協会とのコラボレーションサイト「日

本スモウダービー」、１１月に日本相撲協会及び人気ゲー

ム「ストリートファイター」とのコラボレーションサイ

ト「ジャパンスモウカップ」、１２月に絵本「ウォーリー

をさがせ」とのコラボレーションサイト「有馬記念でさ

がせ！」をそれぞれ開設 

○ 秋季に凱旋門賞、天皇賞（秋）及び菊花賞に関する情

報を集中的に掲載した特設サイトを開設。また、特定の

ＧＩ６レースについて映像や画像を盛り込んだスペシャ

ル出馬表を掲載 

○ ドバイワールドカップ、日本ダービー、香港国際競走

及び有馬記念では、「ＪＲＡレーシングビュアー」や機関

誌「優駿」とコラボレーションした特集サイトを開設 

 ⅱ）メールマガジンの

配信 

○ 「ＪＲＡ Mail News」をＧⅠ競走が施行される週（定

期）に加え、札幌競馬場でワールドオールスタージョッ

キーズが行われる週（号外）の合計２３回配信 

※ 平成２７年度末の登録者数：約１０１，０００名 

 ⅲ）ＳＮＳ（ソーシャ

ルネットワークサー

ビス）を利用した展

開 

 

 

○ 競馬の話題喚起及び拡散を目的に、ＪＲＡ公式

Facebook ページで競馬やイベント等に関する話題を提

供。また、お客様とのエンゲージメントを高めることを

目的として、１０月に「フォトコンテスト」を実施 

※ 平成２７年度末の「いいね！」数：約１６９，０００ 

○ YouTube のＪＲＡチャンネルでは、レース映像やＣＭ

素材等様々なジャンルの動画を掲載。なお、ＧⅠレース

の動画については、平成２７年分に加え、昭和５９年か

ら平成１４年までの動画を新たに掲載 

※ 平成２７年度末の登録者数：約３９，０００名 

 ⅳ）競馬への理解増進

と接点創出を図るた

めの新サイトの運営 

 

 

○ １０月に競馬エンターテインメントサイト「Ｕｍａｂ

ｉ（うまび）」を開設。競馬を知らないユーザーも楽しめ

るｗｅｂ上の各種コンテンツを順次提供するとともに、

各種ＳＮＳを活用して拡散を促進 

※平成２７年のサイト訪問者数：約１，３０３，０００名 

 ③ 指定席予約サービ

スの充実 

○ 競馬場指定席の利用を促進するため、指定席のインタ

ーネット予約をすべての競馬場において利用可能とする

とともに、インターネット予約を利用できる対象会員も

拡大 
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○ 団体割引（中山・新潟・中京）や特定団体（愛馬会な

ど）への開催単位の販売（中山・京都）などを実施する

とともに、東京競馬場においては、一部の指定席を招待

席として有効活用 

 

６．施設の改善及び整備 

項目 内訳 具体的な内容 

（１）お客様関連施設の改善及び整備 

 ① ウインズ名古屋リ

ニューアルオープン 

○ ウインズ名古屋は、昭和４４年に建築されたものであ

り、老朽化が著しく、構造的安全面も現行の基準を満た

していないことから、より快適性を高め、安全確保にも

配慮した施設とすべく改築 

○ ウインズ名古屋は、オーナー物件であり、オーナー側

が施工する工事の進捗に応じて本会発注部分の工事を行

うこととし、平成２５年１２月に着工、平成２７年５月

に竣工 

 ② ウインズ横浜Ａ館

改築工事 

○ ウインズ横浜Ａ館は、昭和４１年に建築された物件に

増改築を行い対処してきたものであり、老朽化が著しく、

構造的安全面も現行の基準を満たしていないことから、

より快適性を高め、安全確保にも配慮した施設とすべく

改築を行うこととし、平成２４年３月に着工。なお、ウ

インズ横浜Ｂ館が平成２７年１０月に賃貸借契約の期間

満了を迎えることから、Ａ館・Ｂ館を統合した新たなウ

インズ横浜とすべく、従来よりもお客様エリアを拡大し、

平成２７年１２月にリニューアルオープンとしてお客様

への提供を開始。平成２８年３月に残りの外構部分を含

めて完全竣工予定 

 ③ 京都競馬場の整備 ○ 京都競馬場のスタンドのうちグランドスワンは昭和５

５年に建築されたものであり、耐震構造上、現在の基準

を満たしていないことから、安全確保のため耐震改修を

行うこととし、平成２６年１２月に着工、平成２７年１

０月に竣工 

○ 京都競馬場の芝スタンドは昭和４６年に建築されたも

のであり、老朽化が著しいことから、同スタンドを解体

したうえで跡地一体をイベントスペース及びファミリー

ゾーンとして整備することとし、平成２７年５月に着工、

平成２７年１２月に竣工 

 ④ 在席投票システム

（i-Seat）の展開等 

○ インターネット投票の仕組みを利用した現金投票シス

テム（i-Seat）について、平成２６年にオープンした京

都競馬場、ウインズ新横浜、中京競馬場に続き、１月に

新潟競馬場、２月にウインズ名古屋、４月にウインズ梅

田、８月に中山競馬場、９月に東京競馬場、１１月にウ

インズ汐留、１２月に阪神競馬場において運用を開始 

○ ウインズ名古屋にエクセルを新設するとともに、ウイ

ンズ広島及びウインズ汐留のエクセルフロアの仕様をグ
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レードアップするなど快適なお客様環境の整備を推進 

（２）競走関連施設の改善及び整備 

 ① 美浦トレーニン

グ・センター厩舎改

築工事 

○ 美浦トレーニング・センターは昭和５３年に開場し、

他の施設同様厩舎についても老朽化が進んでいるため、

先行して設置したモデル厩舎の検証等を踏まえ改築工事

を行うこととし、第１期工事を平成２７年１１月に着工、

平成２９年４月に竣工予定 

 ② 栗東トレーニン

グ・センター調教ス

タンド改築工事 

○ 調教スタンドは、昭和４４年に建築されたものであり、

老朽化が著しく、耐震構造上も現行の基準を満たしてい

ないことから、安全確保のため改築工事を行うこととし、

平成２７年１１月に着工、平成２９年１０月に竣工予定 

 ③ その他 ○ ＪＲＡ馬事公苑が、２０２０年東京オリンピック・パ

ラリンピック大会の馬術競技（クロスカントリーを除く）

の会場として活用されることとなったため、特別振興事

業として施設の整備を行うこととし、平成２７年１０月

１日に入札公告、１２月に整備工事請負者を選定。工事

は平成２８年１月に着工し、平成３２年３月に竣工する

予定 

 

７．コンピュータ・システムに関する取組み 

項目 内訳 具体的な内容 

（１）システムの更新及び全

体最適化 

○ 各システムの信頼性、安定性及び効率性の向上を図る

ために、以下のとおりシステムの更新等を行うとともに、

円滑なデータ連携の実現等に向けて全体最適化を推進 

ⅰ）平成２７年に更新等を行い運用開始したシステム 

・ 職員給与計算・人事管理システム（ＰＭＳⅢ）（１月） 

・ 三井住友銀行向け即ＰＡＴシステム（２月） 

・ 開催従事員給与計算システム（ＥＭＳ）（６月） 

・ 競走馬情報管理システム（ＪＡＲＩＳⅢ）（６月） 

・ 欧字提供システム（７月） 

・ ＪＲＡＤＢシステム（７月） 

・ ＩＰＡＴ（Ｌｉｎｕｘ対応）システム（７月） 

・ ８次トータリゼータセンタシステム（東センタ：８

月、西センタ：９月） 

・ 簡易オッズ提供システム（９月） 

・ ＪＲＡホームページシステム（１０月） 

・ ＪＲＡネットシステム（１０月） 

・ 会計システム（ＯＡＣＳ）・固定資産管理システム（Ｋ

ＳＫ）（１２月） 

・ 第７次現金投票端末機（通年） 

・ 新在席投票システム（通年） 

 

ⅱ）平成２７年に更新開発に着手したシステム 

・ 競走馬情報管理システム（ＪＡＲＩＳⅢ）（１月） 

・ 統合ＤＢシステム（３月） 
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・ インフォメーションシステム（８月） 

・ 開催従事員給与計算システム（ＥＭＳ）（１０月） 

・ ＪＲＡネットシステム（１２月） 

・ 即ＰＡＴ（統合機）システム（２月） 

・ Ｃｌｕｂ Ａ－ＰＡＴシステム（５月） 

・ ＩＰＡＴシステム（６月） 

・ ＪＲＡダイレクトシステム（投票機能：７月、会員

登録機能：１０月） 

 

ⅲ）平成２７年以前に更新開発に着手したシステム 

・ ８次現金投票システム（平成２６年１月） 

（２）情報セキュリティの確

保 

○ 情報資産保護委員会を開催し（７月）、情報資産保護の

現状と保護体制の整備の現状及び今後の方針について確

認。また、各システムの更新及び新規導入に合わせて、

情報資産管理台帳及びリスク管理シートを適宜更新する

とともに、情報資産保護委員会の指名する「調査組織」

による、情報セキュリティに関する調査・評価（１２月）

を実施 

○ 情報セキュリティに関する知識・理解の定着のために、

新規採用職員向け講習（４月）及びｅラーニングを利用

した全職員向け研修（９月）を実施 

○ 競馬開催に関連する各システムにおいて、ファイアウ

ォール（ＦＷ）や不正侵入防御システム（ＩＤＳ）等を

適切に運用し、不正アクセスや情報漏洩等の起こらない

セキュリティ体制を維持（通年） 

 

８．中央競馬事業の継続的な安定化を図るための取組み 

具体的な内容 

○ 収益の向上と将来にわたる経費負担を抑制する取組みを継続的に実施 

・ 競走馬総合研究所本所（宇都宮）の機能を栃木支所に移転し、研究業務の集約を図

るため、栃木支所の諸施設の整備を行うこととし、平成２６年８月に着工、平成２７

年１２月に竣工 

・ ウインズ横浜Ｂ館については、お客様を新装なったウインズ横浜前期棟へ的確に誘

導することにより、当初のスケジュールどおり６月２８日をもって円滑に営業を終了 

・ ウインズ佐世保については、収支の改善を目的として、エリアの整備工事を実施（６

月～）し、１２月より縮小された新エリアにおいて発売を開始 

・ 警備関連経費、清掃関連経費、案内関連経費、光熱水経費等の削減を目的とし、標

準発券枚数及びフロア混雑度にかかる各ウインズのデータを検証し、投票所従事員計

画・端末更新計画等も考慮のうえ、１４ウインズでフロア等の縮減を実施 

・ ウインズにおいて、諸管理業務の内製化等による効率化を適宜実施 

・ ＩＴＶ制作業務の中継車方式を全競馬場で展開 
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９．事業運営に対する信頼性確保に関する取組み 

項目 具体的な内容 

（１）コンプライアンスに関

すること 

○ コンプライアンス体制の一層の充実を図るため、役職

員が日々守るべき基本的な行動基準を具体化した「コン

プライアンス行動指針」の周知徹底に努め、その実践を

推進 

○ 役職員に対し継続的にコンプライアンスに関する研修

を実施するとともに、内部監査等によりコンプライアン

ス体制の現況について確認、点検し、適宜必要な見直し

を実施 

○ 福島競馬場シニアカード会員の個人情報を記録したＵ

ＳＢメモリを紛失。当該ＵＳＢメモリにはセキュリティ

対策を講じており、内部データが流出する可能性は極め

て低いものの、今後に向け、個人情報の取扱方針や職員

への教育をはじめとする再発防止策を検討 

（２）情報公開に関すること ○ 「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」

に基づく開示請求はなし 

○ 「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する

法律」に基づく開示請求はなし 

○ 情報公開法の規定に基づき、ＪＲＡの経営内容等が掲

載された文書について、引き続き、ＪＲＡホームページ

等を活用して公開 

（３）契約・入札等に関する

こと 

○ 契約の適正化に向けた不断の点検を行い、契約の一層

の競争性・公正性の向上を推進 

○ 契約手続きの透明性を確保するため、工事の発注、物

品の製造・購入及び役務に関する情報等について、ＪＲ

Ａホームページに随時公開 

 

１０．競馬の国際的な発展への取組み 

項目 内訳 具体的な内容 

（１）競走を通じた国際交流の推進 

 ① 国際交流競走への

外国調教馬の参加実

績 

○ 春季においては、高松宮記念に１頭、秋季においては、

スプリンターズステークスに１頭の外国調教馬が出走 

○ ジャパン・オータムインターナショナルの競走では、

ジャパンカップに４頭、チャンピオンズカップには香港

から１頭の外国調教馬が出走 

 ② 国際競馬シリーズ

の振興 

○ 国際交流競走の振興と世界規模でのスプリントチャン

ピオンを決定することを目的として、イギリスのアスコ

ットオーソリティとニューマーケットレースコーシーズ

トラスト、オーストラリアのレーシングヴィクトリアリ

ミテッド、アラブ首長国連邦のドバイレーシングクラブ、

香港ジョッキークラブ及びシンガポールターフクラブの

各主催者と提携し、「グローバルスプリントチャレンジ」

（全１０戦）を実施し、日本ではシリーズの第３戦（高
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松宮記念）、第８戦（スプリンターズステークス）を施行 

 ③ 外国の競走への中

央競馬所属馬の参加

実績 

○ 外国の競走への中央競馬所属馬の出走を支援し、延べ

３４頭がイギリス、アラブ首長国連邦、オーストラリア、

シンガポール、香港及び韓国の競走に出走。エイシンヒ

カリが香港カップに、モーリスが香港マイルに、リアル

インパクトがオーストラリアのジョージライダーステー

クスに、エスメラルディーナが韓国のトゥクソムカップ

にそれぞれ勝利 

 ④ 交換競走の実施等 ○ 諸外国との交流の一環として、アメリカ、イギリス、

アイルランド、ドイツ、アルゼンチン、ブラジル、ニュ

ージーランド、オーストラリア、韓国、香港、サウジア

ラビアとの交換競走を実施 

○ アジアウィーク（マレーシア、シンガポール、タイ、

インド、フィリピン、マカオとの交換競走）を７月に中

京競馬場において実施 

（２）日本の競馬産業の振興に向けた国際的な取組み 

 ① 日本の競馬情報の

海外配信 

〇 世界における日本競馬の認知度を高めるために、ＧⅠ

競走を中心としたレース映像を世界１０カ国に配信 

○ ＪＲＡ外国語ホームページ（英・仏・中・韓）を活用

して、積極的かつタイムリーに日本の競馬情報を提供。

また、海外の利用者からの要望を受け、出馬表及びレー

ス結果ページの馬名から各競走馬情報ページにリンクす

るよう改善し、利便性の向上を推進 

 ② 外国人顧客の誘致 ○ 中国からのお客様誘致では、旅行会社とのタイアップ

による観光客向け競馬観戦ツアーを実施したほか、新た

な取組みとして中国版ＳＮＳやウェブニュースに日本の

競馬情報を発信 

○ 在日外国人向けにＳＮＳやフリーペーパーで募集した

競馬観戦イベントを実施 

 ③ 国内生産馬の販路

拡大 

○ 国内生産馬の海外への販路拡大の支援については、日

本の生産者団体等と連携し、人材・技術交流を通じて、

日本産馬輸出体制づくりを支援 

（３）海外の競馬開催国との

連携 

○ アジア競馬連盟（ＡＲＦ）ならびに国際競馬統括機関

連盟(ＩＦＨＡ)執行協議会の常任理事国として、国際会

議や海外主要競走視察等の場において、各国代表者との

意見交換及び交流を実施 

○ 各諮問委員会における課題を審議し解決するため、本

会代表者を参画させ、国際競馬の発展、国際協調の維持

ならびに日本競馬の国際的地位の向上に寄与 

（４）アジアにおける競馬の発展への取組み 

 ① 中国との関係 ○ 中国本土の馬産業事情の調査を実施するとともに、中

国の馬産業関係者等の日本招聘、日本の競馬関連技術者

の派遣等による指導を実施 

○ 馬産業関係者間の協力関係が進展した結果、中国本土

への日本産馬の輸出が再開 
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 ② ＡＲＦ研修の実施 ○ アジア競馬連盟加盟国の開催執務員を対象としたＡＲ

Ｆ定期研修（６月）及び専門研修（９月）を実施 

 

１１．社会活動への取組み 

項目 内訳 具体的な内容 

（１）地域社会への貢献 

 ① 地域社会との連

携協調 

〇 「くらやみまつり（５月３日大国魂神社）」や「麻布

十番納涼まつり（８月２２・２３日）」等、地域の祭り

や本部・事業所周辺の団体が主催する多くの催しに、

人馬を派遣するなどの協力を実施 

○ 事業所周辺の学校教育機関等において、ポニーとの

ふれあい活動を展開するなど、「馬」を活用した地域密

着型の協力を実施 

② 防災体制の強化 ○ 関係法令に則り、事業所毎に各防災計画・マニュア

ルの整備及び職員他関係者への周知を徹底し、関係者

の防災意識の向上を促進 

○ 大規模災害発生時の対策として、主に広域避難場所

として指定されている競馬場においては、有事に備え

て帰宅困難となった来場者及び周辺住民の避難を想定

し配備している防災備蓄品を適切に管理。また、都市

部ウインズにおいても、来場者が帰宅困難となった場

合を想定し、配備している防災備蓄品を適切に管理 

③ 競馬場・ウインズ

等の交通対策 

○ 競馬開催日の交通対策として、周辺環境に配慮し来

場車両を抑制するため、お客様に公共交通機関の利用

の呼びかけを実施 

○ 周辺道路の混雑及び渋滞の要因ともなる違法駐車を

排除するため、警備ポストを配置する等の対策を実施 

④ 環境整備の実施 ○ 競馬場・ウインズ等が所在する合計３９の地方自治

体に対して、総額５３．８億円の環境整備事業費を交

付し、事業所周辺の環境整備事業を実施 

○ 平成２７年度においては、道路整備事業、教育・社

会福祉施設整備事業、下水道整備事業等をはじめとす

る合計３１４の事業を実施 

（２）乗馬普及・馬術の振興及び馬事文化の発展等に関する取組み 

 ① 乗馬の普及 ○ 馬事公苑及び各事業所において、一般市民やスポー

ツ少年団を対象とする乗馬指導、初心者を対象とする

乗馬教室を実施 

○ 乗馬に取り組む子供たちの目標となる大会として、

全国ポニー競馬選手権「第７回ジョッキーベイビーズ」

を実施（全国７地区の予選会で８名の選手を選出し、

決勝戦を１０月１１日に東京競馬場で実施） 

○ 馬と直接触れ合う機会を拡充するため、全国の事業

所において、「馬に親しむ日」や「愛馬の日」をはじめ

とする馬事イベントを開催 
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○ 競馬開催日に、「体験乗馬・馬車」「誘導馬によるお

出迎え・お見送り」「ポニーとのふれあい」を実施 

○ 乗馬人口の拡大を図るため、(公社)全国乗馬倶楽部

振興協会、(公財)三木山人と馬とのふれあいの森協会

が実施する乗馬普及事業に対して助成 

○ 子供の頃から馬への理解を深めて興味を持ってもら

うため、事業所から馬を連れて小学校に出向き、総合

的な学習の時間を利用して授業を行う「小学校出張授

業」を実施 

 ② 馬術の振興 ○ 馬事公苑馬術大会「ＪＲＡホースショー」等の競技

会を主催 

○ 「近代五種全日本選手権大会」等の競技会に施設を

貸与 

○ 学生を含めた馬術関係者の馬術に関する知識・技術

の向上を図るため、馬事公苑において各種講習会を開

催 

○ 事業所周辺の学生馬術部及び乗馬クラブに対して、

直接的な技術指導を実施 

○ 馬を取り扱う担当職員の技術向上を目的とし、馬事

公苑及び各事業所において、馬事公苑の馬術競技専門

職員による乗馬技術や競走馬の再調教技術に関する各

種講習会を実施 

○ わが国の馬術の振興を図るため、(公社)日本馬術連

盟が実施する馬術振興事業に対して助成 

 ③ 馬事文化の発展へ

の寄与 

 

ⅰ）「馬の博物館」及び

「競馬博物館」 

○ 馬の博物館では、馬と人との交流によって生まれた

様々な文物を常設展示し、また、特別展として「歴史

コミックと馬」、企画展として「山本容子展～旅する馬

たち～」などを実施 

○ 競馬博物館では、春季特別展として「名手と優駿た

ち～騎手と馬の絆～」、秋季特別展として「創設６０回 

有馬記念展」をそれぞれ実施。また、１０月の東京競

馬からリニューアルオープンした「馬の学び舎 ミュ

ージアムホール」において、馬事文化紹介映像の放映

やトークショーなどを実施。なお、春季特別展「名手

と優駿たち～騎手と馬の絆～」については、阪神競馬

場で１２月１２日から平成２８年１月２４日まで移動

展を実施 

○「Ｇａｔｅ.Ｊ」（新橋・梅田）では、「ＧⅠレース展望」

「草野仁ゲート J プラス（グリーンチャンネル公開収

録）」などを実施 

ⅱ）ＪＲＡ賞馬事文化

賞 

○ 平成２７年度のＪＲＡ賞馬事文化賞は、東北・北海

道を舞台に、馬とかかわる数奇な運命を持つ家族の、

明治から平成まで６世代の歩みを描いた河﨑秋子氏著

作の「颶風の王」が受賞 
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ⅲ）馬事伝統文化の保

存 

○ 馬事文化の発展に寄与するため、競馬場等において、

各地に伝承されている伝統馬事芸能を披露 

○ （公社）日本馬事協会が行う日本在来馬８種の保存

活用推進事業に対して助成 

（３）環境への取組み 

 ① リサイクルに関す

る取組み 

○ 平成 20年度より排出物対策の柱として取り組んでい

る「RAP90」（リサイクル・アクション・プログラム・

90：排出物のリサイクル率を 90％以上とすることを目

標とした取組み）に基づき、排出物の個別項目毎のリ

サイクル率の向上を目指した取組みを実施 

○ なかでも競馬開催に関する排出物について、平成 27

年度よりリサイクル率の目標を 50％と設定し、各事業

所のリサイクル実態調査を実施 

○ この結果、平成 27 年度のリサイクル率は、全体：

91.7％（前年 91.5％）、競馬開催に関する排出物：50.2％

（前年 47.8％） 

 ② 温室効果ガス排出

対策に関する取組み 

○ 各事業所のエネルギー使用量を基に CO2 の排出量を

算定し把握するとともに、その排出抑制を目的に策定

した「総量削減」と「原単位削減」の複合目標を達成

するために、全事業所において省エネルギー推進体制

を構築 

○ 電力需要が高い夏季及び冬季においては、別途「節

電対策」を作成し、関係団体を含む全事業所において

重点的に取組みを実施 

○ 平成 27年度の CO2総排出量は 105,712 t-CO2/年（対

前年比 97.4％）、原単位は 0.0235kl/㎡（対前年比

97.8％） 

○ 競馬学校、東京競馬場及び中山競馬場において、温

室効果ガス排出抑制効果が高く、電力の効率化に資す

る「太陽光発電システム」を運用中 

（４）特別振興事業等 

 ① 競馬振興事業 ○ 平成２６年１２月に農林水産大臣の認可を得て、事

業を実施（別表１２） 

 ② 畜産振興事業 ○ ３月に農林水産大臣の認可を得て、交付金を交付（別

表１２） 

 ③ 払戻金への上乗せ ○ １号給付金として２３億３，４７１万４，２７０円、

２号給付金として１８億５，７０５万９２０円、合計

４１億９，１７６万５，１９０円を払戻金に上乗せ 

 ④ 競走馬生産振興業

務への交付 

○ 地方競馬全国協会が行う、軽種馬流通促進・経営基

盤強化対策等の「競走馬生産振興業務」に対し、１３

億５，０００万円を交付 

 ⑤ 認定競馬活性化計

画補助業務への交付 

○ 地方競馬全国協会が行う、認定都道府県等に対する

「認定競馬活性化計画補助業務」について、１０億２，

９２９万２，７００円を交付 
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【別表１】 

 １．開催競馬場別開催実績 

  回 数  日  数  競 走 回 数  出 走 延 頭 数  入 場 人 員  発   売   金   額  

札 幌     ２回   １２日     １４４競走      １，８６４ 頭      ２１１，７９４ 名   ６７，１９７，３９０，５００ 円 

函 館     ２   １２     １４４     １，８４７      ７８，７８９     ６１，８５９，５７０，３００ 

福 島     ３   ２０     ２４０     ３，５１３     ２３３，２８６   １１３，８１５，５２９，１００ 

新 潟     ３   ２４     ２８８     ４，２３９     ３１１，０８０    １５２，５５４，４１４，３００ 

中 山     ５   ４２     ５０３     ７，４８６   １，１４５，４３１ ４７３，７８７，７７６，９００ 

東 京    ５   ４６     ５５１     ８，２７７   １，８１０，６１６     ５６６，０８８，９１２，１００ 

中 京     ４   ２４     ２８８     ４，３５２     ３７７，５０４   １６２，１６８，５０７，９００ 

京 都     ５   ４７     ５６４     ７，７２４   １，１１６，０５６     ４６７，７４５，２７３，８００ 

阪 神     ５   ４１      ４９２     ７，０１９     ８２９，０７１     ４１３，４６７，６２５，９００ 

小 倉     ２   ２０      ２４０     ３，５０１     ２０３，４４６     １１０，００６，８６１，３００ 

計  ３６  ２８８   ３，４５４    ４９，８２２   ６，３１７，０７３ ２，５８８，６９１，８６２，１００ 

                                                           
 ２．競走成績 

  
競  走  回  数   

   

サラブレッド系     出走延頭数  出走実頭数  １競走平均出走頭数 
 

一般競走  特別競走  重賞競走  合  計  
   

２  歳      ５５７ 回     ４５ 回    １４ 回    ６１６ 回    ８，３５９ 頭    ３，０９７ 頭      １３．６ 頭 

３歳以上    １，８６０    ７３８   １１２  ２，７１０   ３９，８８１    ７，７９４      １４．７ 

障  害      １１０      ８    １０    １２８     １，５８２      ５０９      １２．４ 

合  計    ２，５２７    ７９１   １３６  ３，４５４   ４９，８２２  ※１１，１２６      １４．４ 

  ※ 平地競走と障害競走の両方に出走した馬の数は、２７４頭。  



- 30 - 

【別表２】 

◎ 平成 27 年度の各種実績 

※１うち女性入場人員は 99 万 9,113 名（対前年比 104.2％）。全体比 15.8％。 
※２開催競馬場の入場人員にパークウインズ(6,573,900 名)、場外発売所(47,574,461 名)、電話・

インターネット投票(105,394,378 名)の利用者数を加えたもの。 

 

〔発売金〕 

 

・ 10 競馬場、38 場外発売所、盛岡・水沢・佐賀の地方競馬場及び電話投票において勝馬投票券

発売業務を実施。なお、ウインズ荒尾は 1 月 5 日に営業を終了したが、同地区ではＢＡＯＯ荒尾

に勝馬投票券発売業務を委託して営業を継続。 

・ ウインズ浦和・ウインズ川崎・ウインズ三本木を含む 46 地方競馬施設に勝馬投票券発売業務

を委託（Ｊ－ＰＬＡＣＥ札幌駅前は 3 月 31 日で閉鎖）。 

・ 発売金（ＷＩＮ５を除く）に占める重賞競走の割合は 30.6％（前年実績 30.2％）、ＧⅠ競走の

割合は 14.4％（前年実績 14.3％）。 

・ ＧⅠ競走の発売金は対前年比 104.2％となり、前年実績を上回った競走は、全 22 競走中 16 競

走。 

 

 

  対前年比 構成比(前年)       

発売金総額 

（内訳） 

 開催場における自場分 

    〃   他場分 

 パークウインズ 

場外発売所 

電話・インターネット投票 

2 兆 5,886 億 9,186 万 2,100 円 

 

918 億 7,568 万 9,500 円 

576 億 1,227 万 1,300 円 

1,448 億 7,709 万 4,900 円 

6,564 億 8,452 万 2,100 円 

1 兆 6,378 億 4,228 万 4,300 円 

103.6% 

 

99.2% 

102.6% 

92.8% 

101.4% 

105.8% 

- 

 

  3.5%( 3.7%) 

  2.2%( 2.2%) 

  5.6%( 6.2%) 

 25.4%(25.9%) 

 63.3%(61.9%) 

①開催回数・開催日数 36 回・288 日 

②競走回数 3,454 競走（前年実績 3,451 競走） 

③出走延頭数 49,822 頭（前年実績 50,144 頭） 

④勝馬投票券の発売金 2 兆 5,886 億 9,186 万 2,100 円（対前年比 103.6％） 

⑤開催競馬場の入場人員 631 万 7,073 名（対前年比 102.8％）※１ 

⑥お客様総数※２ 1 億 6,585 万 9,812 名（対前年比 101.3％） 
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【別表３】開催回数の推移（平成元年以降） 

 

 

 

【別表４】開催日数及び競走回数の推移（平成元年以降） 

 

 

 

【別表５】出走頭数の推移（平成元年以降） 

 

 

注）平成 11 年：厩務員春闘の影響により 3回中山第 3日、2回阪神第 3 日、2回中京第 3日を取止め 
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【別表６】お客様総数及び開催競馬場入場人員の推移 

 

 

【別表７】発売金の推移 
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【別表８】電話・インターネット投票会員数の推移（平成元年以降） 

 

【別表９】投票法毎の発売金の構成比（％）の推移（平成元年以降） 

 

  単勝 複勝 枠連 馬連 ワイド 馬単 ３連複 ３連単 ＷＩＮ５ 

平成元年 2.8  2.2  94.9  - - - - - - 

２年 2.8  2.2  95.0  - - - - - - 

３年 2.9  2.3  81.3  13.5  - - - - - 

４年 2.7  2.3  35.4  59.6  - - - - - 

５年 2.8  2.5  26.6  68.1  - - - - - 

６年 2.7  2.6  22.9  71.8  - - - - - 

７年 2.6  2.6  19.9  74.9  - - - - - 

８年 2.6  2.6  17.8  77.0  - - - - - 

９年 2.8  2.8  16.4  78.0  - - - - - 

１０年 3.1  2.9  15.1  78.9  - - - - - 

１１年 3.1  3.0  12.9  79.3  1.7  - - - - 

１２年 3.0  2.4  10.9  70.5  13.2  - - - - 

１３年 3.1  2.4  9.9  70.4  14.2  - - - - 

１４年 2.8  2.4  8.3  54.7  10.8  10.9  10.1  - - 

１５年 2.7  2.5  6.4  34.2  5.8  24.1  24.3  - - 

１６年 2.9  2.7  5.8  28.2  4.9  22.0  25.5  8.0  - 

１７年 3.1  3.3  4.7  21.1  4.2  17.2  19.3  27.1  - 

１８年 3.4  4.0  4.8  19.6  4.4  15.7  19.4  28.7  - 

１９年 3.8  4.2  4.6  18.6  4.4  14.5  20.1  29.8  - 

２０年 3.7  5.1  4.3  17.1  4.3  12.4  19.2  33.9  - 

２１年 3.9  5.9  4.0  15.6  4.5  10.4  18.0  37.7  - 

２２年 4.2  6.4  3.8  15.1  4.8  9.8  18.7  37.3  - 

２３年 4.5 7.2 3.5 14.3 5.1 9.1 18.1 36.2 2.0 

２４年 4.7 7.6 3.6 13.9 5.4 8.7 18.2 35.8 2.1 

２５年 5.0 8.3 3.5 13.6 5.5 8.5 18.2 35.6 1.8 

２６年 5.3 8.6 3.5 14.3 6.0 7.9 18.6 34.2 1.5 

２７年 5.5 7.7 3.6 15.1 6.8 7.6 19.6 32.7 1.4 
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【別表 10】馬主・調教師・騎手・調教助手・厩務員数の推移（平成元年以降） 
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【別表 11】国際競走等の状況 

（１）ＪＲＡ所属馬の海外遠征状況 

出走月日出走月日出走月日出走月日 開催国開催国開催国開催国 競走名（グレード）競走名（グレード）競走名（グレード）競走名（グレード） 距離距離距離距離 馬名馬名馬名馬名 騎手名騎手名騎手名騎手名 調教師名調教師名調教師名調教師名 着順 /出走頭数着順 /出走頭数着順 /出走頭数着順 /出走頭数

3月21日 オーストラリア ランヴェットステークス（G1） 芝・2000 トーセンスターダム Ｔ．ベリー 池江　泰寿 2／7

3月21日 オーストラリア ジョージライダーステークス（G1） 芝・1500 リアルインパクト Ｊ．マクドナルド 堀　宣行 1／14

3月21日 オーストラリア ジョージライダーステークス（G1） 芝・1500 ワールドエース Ｎ．ホール 池江　泰寿 11／14

3月28日 オーストラリア ザBMW（G1） 芝・2400 トゥザワールド Ｎ．ホール 池江　泰寿 2／11

3月28日 ドバイ UAEダービー（G2） ダート・1900 ゴールデンバローズ Ｒ．ムーア 堀　宣行 3／10

3月28日 ドバイ UAEダービー（G2） ダート・1900 タップザット Ｊ．モレイラ 池江　泰寿 5／10

3月28日 ドバイ UAEダービー（G2） ダート・1900 ディアドムス 三浦　皇成 高橋　裕 8／10

3月28日 ドバイ ドバイシーマクラシック（G1） 芝・2410 ワンアンドオンリー Ｃ．デムーロ 橋口　弘次郎 3／9

3月28日 ドバイ ドバイシーマクラシック（G1） 芝・2410 ハープスター Ｒ．ムーア 松田　博資 8／9

3月28日 ドバイ ドバイワールドカップ（G1） ダート・2000 ホッコータルマエ 幸　英明 西浦　勝一 5／9

3月28日 ドバイ ドバイワールドカップ（G1） ダート・2000 エピファネイア Ｃ．スミヨン 角居　勝彦 9／9

4月6日 オーストラリア ドンカスターマイル（G１） 芝・1600 リアルインパクト Ｊ．マクドナルド 堀　宣行 2／20

4月6日 オーストラリア ドンカスターマイル（G１） 芝・1600 ワールドエース Ｎ．ホール 池江　泰寿 8／20

4月11日 オーストラリア ロンジンクイーンエリザベスステークス（G１） 芝・2000 トーセンスターダム Ｔ．ベリー 池江　泰寿 5／12

4月11日 オーストラリア ロンジンクイーンエリザベスステークス（G１） 芝・2000 トゥザワールド Ｚ．パートン 池江　泰寿 12／12

4月26日 香港 オーデマ・ピゲ・クイーン・エリザベスII世カップ（G１） 芝・2000 ステファノス 福永　祐一 藤原　英昭 2／12

5月17日 シンガポール シンガポールエアラインズインターナショナルカップ（G１） 芝・2000 マイネルフロスト 松岡　正海 高木　登 4／11

6月7日 韓国 トゥクソムカップ（韓国Ｇ3） ダート・1400 エスメラルディーナ 藤井　勘一郎 斎藤　誠 1／12

6月17日 イギリス プリンスオブウェールズステークス（Ｇ1） 芝・約2000 スピルバーグ Ｃ．スミヨン 藤沢　和雄 6／9

6月20日 イギリス ウォルファートンハンデキャップステークス（リステッド） 芝・約2000 スーパームーン Ｃ．デムーロ 藤沢　和雄 10／13

10月17日 オーストラリア コーフィールドカップ（Ｇ1） 芝・2400 フェイムゲーム Ｚ．パートン 宗像　義忠 6／18

10月17日 オーストラリア コーフィールドカップ（Ｇ1） 芝・2400 ホッコーブレーヴ Ｃ．ウィリアムズ 松永　康利 10／18

11月3日 オーストラリア メルボルンカップ（Ｇ1） 芝・3200 フェイムゲーム Ｚ．パートン 宗像　義忠 13／24

11月3日 オーストラリア メルボルンカップ（Ｇ1） 芝・3200 ホッコーブレーヴ Ｃ．ウィリアムズ 松永　康利 17／24

12月13日 香港 ロンジン香港スプリント（G1） 芝・1200 ミッキーアイル 浜中　俊 音無　秀孝 7／13

12月13日 香港 ロンジン香港スプリント（G1） 芝・1200 ストレイトガール 戸崎　圭太 藤原　英昭 9／13

12月13日 香港 ロンジン香港スプリント（G1） 芝・1200 サクラゴスペル Ｚ．パートン 尾関　知人 12／13

12月13日 香港 ロンジン香港マイル（G1） 芝・1600 モーリス Ｒ．ムーア 堀　宣行 1／14

12月13日 香港 ロンジン香港マイル（G1） 芝・1600 ダノンプラチナ 蛯名　正義 国枝　栄 7／14

12月13日 香港 ロンジン香港マイル（G1） 芝・1600 フィエロ Ｍ．デムーロ 藤原　英昭 9／14

12月13日 香港 ロンジン香港カップ（G1） 芝・2000 エイシンヒカリ 武　豊 坂口　正則 1／13

12月13日 香港 ロンジン香港カップ（G1） 芝・2000 ヌーヴォレコルト Ｒ．ムーア 斎藤　誠 2／13

12月13日 香港 ロンジン香港カップ（G1） 芝・2000 ステファノス 戸崎　圭太 藤原　英昭 10／13

12月13日 香港 ロンジン香港カップ（G1） 芝・2000 サトノアラジン Ｊ．マクドナルド 池江　泰寿 11／13  

 

（２）外国馬のＪＲＡ競走への出走状況 
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【別表 12】 

◎ 特別振興事業について 

① 競馬振興事業（平成 27 年度） 

【ＪＲＡ直接実施事業】 

事 業 名 事 業 内 容 実施額 

1.京阪淀駅高架化に伴う周辺整備事

業 

京都競馬場仮設駐輪場の原状復旧工事 12,330,457 

2.競馬理解増進総合事業 

 （競馬場誘引型） 

 （催事型） 

 

 

（メディア活用型） 

 （馬事紹介型） 

 

・競馬場への来場を誘引するための催事の実施 

・競馬未経験層を主な対象としたキャンペーンや

「ホースパーク」パビリオンをキッザニア甲子

園にオープンするといった催事等の実施 

・メディア等を用いた競馬未経験者への理解増進 

・馬を活用した催事の実施 

2,338,451,198 

 

3.競馬博物館施設改修事業 競馬博物館の施設改修 114,285,600 

4.馬事文化紹介映像制作事業 伝統馬事芸能や在来馬を紹介する映像資料の制作 49,993,200 

5.国際競馬振興事業 国際競馬シリーズの運営、アジア競馬振興関連経

費等 

22,804,053 

6.海外競馬を活用した競馬理解醸成

のためのシステム開発事業 

海外競馬を活用した擬似投票システムのソフト開

発 

1,076,850,000 

7.海外競馬紹介事業 海外競馬に関する番組制作や情報提供等 122,996,160 

合   計  3,737,710,668 

 

【助成事業】 

事 業 名 事業実施主体 事 業 内 容 交付額 

1.国際馬術基盤強化推進支

援事業 

(公社)日本馬術連盟 ＦＥＩ公認国際大会や世界選手権

代表選考会の開催等 

 

59,279,000 

2.引退名馬繋養展示事業 (公財)ジャパン・ス

タッドブック・イン

ターナショナル 

競馬の発展に貢献した名馬とのふ

れあい創出、名馬の余生の環境作

り 

 

47,778,000 

3.競走馬マイクロチップ埋

込推進事業 

(公財)ジャパン・ス

タッドブック・イン

ターナショナル 

マイクロチップ埋め込み馬に対する

経費の一部補助 

 

12,960,000 

4.競馬技術交流促進事業 （公財)ジャパン・ス

タッドブック・イン

ターナショナル 

中国競馬事情の調査や、中国競馬

発展のための事業を実施 

 

21,000,000 

5.三木山馬事施設等整備事 (公財)三木山人と馬 三木ホースランドパークの国際厩
 

74,924,745 
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業（国際厩舎） とのふれあいの森協

会 

舎改修 

6.海外への日本競馬情報発

信事業 

（公財)ジャパン・ス

タッドブック・イン

ターナショナル 

海外への映像提供、サイト等を通

じた海外への日本の競馬情報発信

等 

 

88,000,000 

7.地方競馬振興促進事業 各地方競馬主催者等 地方競馬場、発売施設の整備等 402,561,360 

8.競走馬理化学研究所にお

ける薬物検査体制の国際標

準化事業 

(公財)競走馬理化学

研究所 

競走馬理化学研究所の薬物検査体

制を国際標準化 

 

450,000,000 

合   計   1,156,503,105 

 

②畜産振興事業（平成27年度） 

事 業 名 事業実施主体 事 業 内 容 
交付決定額 

（千円） 

１．被災地産畜産物に関する情報

提供・理解醸成事業 

 

（公財）日本食肉消費

総合センター 

全国食肉事業協同組合

連合会 

国立大学法人東京大学 

東日本大震災の影響を受けた地域の畜産

物の消費回復を支援するため、被災地の畜

産物に係る理解醸成等を図る事業。 

84,265 

２．乗馬等を通じた被災地支援

（馬とのふれあい）事業 

 

（公社）全国乗馬倶楽

部振興協会 

被災地の子供及び家族を明るく元気にし、

心身の健全な発展に寄与するため、震災等

で被災した学童等を対象とした馬を活用

したふれあい活動等を行う事業。 

17,735 

３．畜産現場における女性の活躍

推進事業 

 

（一社）農山漁村女

性・生活活動支援協会 

（公社）中央畜産会 

 

今後、６次産業化など多様化する畜産経営

の担い手として期待される女性の能力を

より発揮するために必要な環境整備やキ

ャリアアップのための課題と対応方向等

を明らかにするとともに、地域リーダーの

育成やネットワーク活動を推進すること

により畜産の現場での女性の活躍推進を

図る事業。 

151,877 

４．畜産現場における障がい者

の参画推進支援事業 

畜産経営支援協議会 

 

障がい者の畜産現場への参画を支援する

ため、就業環境や就業条件等に関する先進

事例の調査等を基に、シンポジウムの開催

や手引書の作成等による情報提供により

受け入れ側と就農を希望する側の理解を

深めるとともに、体験就労等を通して参画

のためのマッチングに取組むことにより

障がい者の畜産現場への参画推進を支援

する事業。 

81,029 

５．乳製品の安全性・品質向上事

業 

（公財）日本乳業技術

協会 

（一社）中央酪農会議 

（一財）蔵王酪農セン

ター 

生乳生産段階及び酪農家自らが製造する

乳製品の安全確保のため、製造施設や製造

工程における乳製品の品質確保のための

検査及び技術指導等を実施し６次産業化

への取組を推進するとともに、乳製品の消

費拡大のために消費者への理解醸成を図

る事業。 

107,938 

６．新たな指標細菌による畜産物

汚染検出法開発事業 

国立大学法人東京大学 細菌性食中毒の発生を防止し、安全な食肉

を提供するため、生産農場から小売段階ま

での各段階における共通した指標細菌を

30,577 
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設定し、それによる汚染源及び汚染ルート

の迅速な検出・同定法を開発する事業。 

７．牛肉のおいしさ分析・評価事

業 

 

（一社）全国肉用牛振

興基金協会 

（一社）家畜改良事業

団 

（一社）ミート・イメ

ージジャパン 

 

うま味に関係する主要な成分とその機能

性を解析し、うま味・香り等のおいしさに

関与する成分要素の総合的評価を開発す

るとともに、うま味を指標化するための簡

易測定手法の開発、肥育期間と肉質やうま

味の相関等についての比較・調査研究を行

い、肉用牛生産農家や消費者に情報提供を

行う事業。 

239,945 

８．ICT活用小規模繁殖管理体系

実証調査事業 

（公社）畜産技術協会 和牛の小規模繁殖経営における新たな繁

殖管理技術体系を構築するため、発情発見

装置から得られる繁殖データ等の収集・分

析と ICT(情報通信技術)を活用した繁殖

管理体系の改善効果を検証する事業。 

10,045 

９．酪農における子牛生産情報シ

ステム構築事業 

乳用牛群検定全国協議

会 

搾乳牛の確保と肉用資源の拡大を図るた

め、性選別精液や和牛受精卵利用などの乳

用牛の繁殖利用の実態を生産者に提供す

る子牛生産予測情報システムを構築し乳

牛の合理的な子牛生産構造を形成する事

業。 

83,211 

１０．食肉処理施設再編整備基本

計画策定に係るﾏﾆｭｱﾙ作成事業 

（公財）日本食肉生産

技術開発センター 

 処理規模が小さく老朽化の進んだ食肉処

理施設をＨＡＣＣＰやアニマルウェルフ

ェアに対応した効率的で高度な衛生管理

の施設に再編させるため、施設整備手順や

費用対効果分析・財務管理まで含めた整備

基本計画を作成するためのマニュアルを

作成するとともに、再編整備計画に関する

研修会の開催を通じて食肉流通の効率化

を図る事業。 

7,550 

１１．生産段階における防疫体制

支援強化事業 

 

（公社）中央畜産会 

家畜衛生対策推進協議

会 

生産段階での伝染性疾病等の発生防止の

ため、農場ＨＡＣＣＰの認証普及や農家の

防疫措置の徹底並びに地域の自衛防疫体

制を強化する事業。 

1,041,770 

１２．生産地等における馬防疫強

化対策事業 

 

（公社）日本軽種馬協

会 

（公社）中央畜産会 

（公社）全国乗馬倶楽

部振興協会 

繁殖牝馬や乗用馬、農用馬の馬伝染性子宮

炎や馬インフルエンザなどの伝染性疾病

の発生防止や早期発見、まん延防止のた

め、遺伝子検査による早期診断や予防ワク

チンの接種の励行、伝染性疾病の予防に関

する知識を普及啓発する事業。 

217,598 

１３．豚流行性下痢ワクチン等開

発事業 

 

（公社）日本動物用医

薬品協会 

養豚経営に甚大な影響を与える豚流行性

下痢（ＰＥＤ）の発生防止とまん延防止の

ため流行株に対応したワクチン開発及び

豚流行性下痢の病原ウイルスの早期検出

可能な診断薬を開発する事業。 

86,464 

１４．豚インフルエンザワクチン

株の評価系の確立事業 

 

国立大学法人鳥取大学 豚インフルエンザの流行株に適したワク

チン株の選定を迅速に行うため、国内で流

行する豚インフルエンザウイルスの収集

と遺伝的背景及び抗病原性を評価するこ

とにより、ワクチン株選定のための評価系

を確立する事業。 

117,431 
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１５．シカ慢性消耗病の防疫・監

視体制強化事業 

国立大学法人北海道大

学 

北米で感染が拡大している鹿科動物のプ

リオン病であるシカ慢性消耗病の侵入を

防止するため、高感度のプリオン検出技術

を開発するとともに、モニタリング体制の

構築とシカ慢性消耗病の啓発資料を作成

する事業。 

24,000 

１６．難防除雑草ハルガヤの有効

防除技術確立事業 

 

国立大学法人北海道大

学 

最近、草地に侵入し収量や品質低下の原因

となっている難防除雑草のハルガヤにつ

いて、その生態や特徴などの調査と防除技

術を開発する事業。 

12,000 

１７．稲麦二毛作普及促進・農薬

安全性調査事業 

（一社）日本草地畜産

種子協会 

水田を活用した飼料生産を推進するため、

耕種農家が栽培可能な稲ＷＣＳと麦ＷＣ

Ｓの二毛作栽培について実証展示すると

ともに、早期収穫に対応した除草剤や殺菌

剤の農薬残留試験を行い安全な適用農薬

を明らかにする事業。 

105,748 

１８．孵化場経営改善推進事業 

 

（一社）日本種鶏孵卵

協会 

良質素ひなの安定供給を図るため、種鶏孵

卵場の経営実態についてのアンケートや

現地実態調査を実施するとともに、地域別

のひなの需給予測及び生産費の算定シス

テムを構築するほか、種鶏管理や孵卵技術

等の技術研修を行い種鶏孵卵場経営の安

定化を図る事業。 

9,415 

１９．地域における担い手育成事

業 

（公財）中国四国酪農

大学校 

（一社）岡山県畜産協

会 

自給飼料生産や農場ＨＡＣＣＰへの取組、

乳製品加工実務研修等を通じて、新たな経

営感覚を有する酪農の担い手養成を促進

するとともに、和牛繁殖農家への就農を進

めるため、新規参入希望者を対象に繁殖経

営に関する基礎知識や体験実習研修及び

就農後のスキルアップのための研修を行

い和牛繁殖経営への就農推進と地域リー

ダーを育成する事業。 

7,072 

２０．生物分解性巣脾の実用実証

事業 

 

（一社）養蜂産業振興

会 

近年、安価で取り扱いの容易な生物分解性

プラスチックを使った巣脾が開発された

ことから、養蜂家において実用化に向けた

実証試験を行い、この調査結果に基づき、

ダニ忌避等の衛生面や廃棄処理を含めた

管理コスト等についての使用管理マニュ

アルの作成と普及を図る事業。 

3,599 

２１．海外実用畜産技術等活用推

進事業 

（公社）畜産技術協会 畜産経営における飼養管理の効率化や収

益性の向上、環境保全対策等に関する畜産

分野の実用技術及び遺伝資源情報等につ

いて、海外の状況の調査・分析を行い、畜

産関係者に情報提供する事業。 

10,449 

２２．新技術活用効率的後代検定

システム構築事業 

 

（一社）家畜改良事業

団 

乳用牛の後代検定の効率化のため、性選別

精液や二層式ストローの利用、深部注入法

などの高度な人工授精技術を候補種雄牛

においても活用できるよう、関連技術の開

発を行い調整交配の現場に普及させる事

業。 

30,964 
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２３．ゲノム情報活用育種改良推

進事業 

 

（公社）農林水産・食

品産業技術振興協会 

（一社）家畜改良事業

団 

 

豚の筋肉内脂肪割合など肉質関連形質に

関連する多型情報を選別し、形質データを

保有する品種内集団においてＤＮＡ多型

と肉質などの関連を解析し、豚の肉質改良

に有効なＤＮＡマーカーセットを開発・提

供を行う。また、肉用牛の生産性を高める

ため、産肉能力の遺伝子能力評価について

実用レベルでの応用に向けた検証を行い、

遺伝子能力評価と後代検定による推計育

種値との比較による検証等を行うととも

に産肉能力の重要形質とされる発育及び

繁殖性の遺伝子能力評価を行う事業。 

154,122 

２４．硝酸性窒素等規制強化対応

高度浄化処理技術開発普及事

業 

（一財）畜産環境整備

機構 

畜産排水の硝酸性窒素等の基準の強化に

対応し、一般基準に適合した処理技術の開

発が求められていることから、膜処理技術

を活用した低コストで効率的な排水処理

技術を開発・普及する事業。 

100,757 

２５．堆肥利用の困難な馬ふんの

燃焼利用調査事業 

（一財）畜産環境整備

機構 

堆肥利用が進まない馬ふんの燃焼利用の

ため、燃焼試験を行い燃焼ガスや燃焼灰の

成分、発生エネルギー等について調査を行

い馬ふんの燃焼利用システムを確立する

事業。 

52,957 

２６．草地飼料畑の管理実態調査

事業 

 

国立大学法人北海道大

学 

適切な堆肥の利用と計画的な草地更新に

より、温室効果ガス抑制と飼料の収量改善

を図るため、草地飼料畑における堆肥・化

学肥料の利用状況や草地更新の頻度・更新

方法等についての実態調査を行い、堆肥利

用と草地更新を促進するための基礎統計

を整備する事業。 

7,879 

２７．めん羊・山羊の多様な利活

用検討事業 

（公社）畜産技術協会 高い放牧適性や親しみ易さから、景観管理

やふれあい効果が期待されるめん羊・山羊

について、多様な場面での利活用を推進す

る事業。 

3,775 

２８．機能微生物による蜜源植物

増殖総合研究事業 

（一社）日本養蜂協会 蜜源植物を確保するため、機能微生物を用

いて、レンゲの食害抵抗性の増進やマメ科

植物の害虫防除のための生物的防除法等

を確立する事業。 

10,267 

２９．牛護蹄衛生調査普及推進事

業 

（公社）日本装削蹄協

会 

蹄病発生を防止して乳牛の生産能力低下

を防ぎ供用期間を延長するため、統一的な

蹄病発生状況調査を行うとともに、発生要

因の分析や生産段階での護蹄管理推進と

削蹄師の削蹄技術向上のための削蹄技術

研修会等を開催する事業。 

51,507 

３０．馬の流通に係る調教技術向

上推進事業 

 

（公社）全国乗馬倶楽

部振興協会 

 

 

乗用馬の生産地において高度な調教技術

講習を受けた指導者による乗用馬として

の馴致を行うことで付加価値を高め、市場

での評価向上と乗用馬の市場流通を促進

させる事業。 

9,450 

小   計   2,871,396 

 (注) 上記の各事業は、（公財）全国競馬・畜産振興会を通じて実施するものである。 
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事 業 名 事業実施主体 事 業 内 容 
実績額 

（千円） 

畜産振興事業附帯事業 

 

本会 学識経験者からなる審査委員会を設置

し、新規事業を選定するとともに、特定

法人において助成金交付業務を行う。ま

た、学識経験者からなる評価委員会を設

置し、事業評価を行う。 

 

49,995 

小   計   49,995 

総   計   2,921,391 
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【別表 13】 

 

ＪＲＡ賞ＪＲＡ賞ＪＲＡ賞ＪＲＡ賞    受賞馬及び受賞者受賞馬及び受賞者受賞馬及び受賞者受賞馬及び受賞者    

 

１．競走馬部門 

 受賞馬 （馬主） （厩舎） 

年度代表馬 モーリス 吉田 和美 氏 美浦・堀  宣行 厩舎 

最優秀２歳牡馬 リオンディーズ (有)キャロットファーム 栗東・角居 勝彦 厩舎 

最優秀２歳牝馬 メジャーエンブレム (有)サンデーレーシング 美浦・田村 康仁 厩舎 

最優秀３歳牡馬 ドゥラメンテ (有)サンデーレーシング 美浦・堀  宣行 厩舎 

最優秀３歳牝馬 ミッキークイーン 野田 みづき 氏 栗東・池江 泰寿 厩舎 

最優秀４歳以上牡馬 ラブリーデイ 金子真人ホールディングス（株） 栗東・池江 泰寿 厩舎 

最優秀４歳以上牝馬 ショウナンパンドラ 国本 哲秀 氏 栗東・高野 友和 厩舎 

最優秀短距離馬 モーリス 吉田 和美 氏 美浦・堀  宣行 厩舎 

最優秀ダートホース コパノリッキー 小林 祥晃 氏 栗東・村山  明 厩舎 

最優秀障害馬 アップトゥデイト 今西 和雄 氏 栗東・佐々木晶三 厩舎 

 

２．調教師・騎手部門 

 ①調教師部門  

   最多勝利調教師  堀  宣行（美浦） 

   最高勝率調教師  堀  宣行（美浦） 

   最多賞金獲得調教師  池江 泰寿（栗東） 

   優秀技術調教師  松永 幹夫（栗東） 

    

 ②騎手部門  

   最多勝利騎手   戸崎  圭太（美浦） 

   最高勝率騎手 Ｃ．ルメール（栗東） 

   最多賞金獲得騎手 Ｍ．デムーロ（栗東） 

   ＭＶＪ  戸崎  圭太（美浦） 

   最多勝利障害騎手  五十嵐 雄祐（美浦） 

   最多勝利新人騎手   鮫島  克駿（栗東） 

 


